
源
雅
行

年
譜

川
上

健
太

は
じ
め
に

源
雅
行
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
辛
う
じ
て
知
ら
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
藤
原

定
家
と
の
関
連
で
あ
ろ
う
。
文
治
元
年
（
一
一
八
五
）
十
一
月
二
十
五
日
、
定
家
は
源
雅
行
か
ら
詠
歌
を
酷
評
さ
れ
た
こ
と
に
立
腹
し
、

彼
を
殴
打
し
た
。
こ
の
事
件
に
よ
り
、
定
家
は
公
卿
除
籍
の
憂
き
目
に
あ
う
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
、
定
家
の
父
俊
成
が
、

今
上
の
御
時
五
節
の
ほ
ど
、
侍
従
定
家
誤
ち
あ
る
さ

ま
に
聞
し
め
す
こ
と
あ
り
て
殿
上
除
か
れ
て
侍
り
け

る
、
そ
の
年
も
暮
れ
に
け
る
又
の
年
の
弥
生
の
一
日

頃
、
院
に
御
気
色
給
は
る
べ
き
由
左
少
弁
定
長
が
も
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と
に
申
し
侍
り
け
る
に
そ
へ
て
侍
り
け
る

入
道
皇
太
后
宮
大
夫
俊
成

あ
し
た
づ
の
雲
路
ま
よ
ひ
し
年
暮
れ
て
霞
を
さ
へ
や
へ
だ
て
は
つ
べ
き

の
一
首
を
藤
原
定
長
に
贈
り
、
そ
れ
を
見
た
後
鳥
羽
天
皇
に
よ
っ
て
定
家
は
許
さ
れ
た
と
い
う
。
歌
の
力
を
示
す
逸
話
と
し
て
『
千
載
和

歌
集
』『
古
今
著
聞
集
』『
十
訓
抄
』
な
ど
に
載
る
話
で
あ
る
が
、
こ
の
話
の
主
役
は
定
家
・
俊
成
で
あ
り
、
雅
行
は
そ
れ
を
引
き
立
て
る

脇
役
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
一
方
、
源
雅
行
は
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
の
公
卿
で
あ
り
、
彼
の
一
生
を
た
ど
る
こ
と
は
、
当
時
の
公
卿
の
生
活

の
標
準
的
規
範
と
な
り
得
る
。
藤
原
定
家
の
詠
歌
を
酷
評
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
彼
に
も
相
応
の
和
歌
へ
の
知
見
が
あ
っ
た
と
見
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。

一
方
の
定
家
も
『
明
月
記
』
の
中
で
度
々
彼
の
こ
と
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
雅
行
は
し
ば
し
ば
宮
中
の
行
事
を
務
め
て
い
た
も
の
の
、

そ
の
場
で
の
失
態
が
目
立
っ
た
ら
し
い
。
そ
れ
は
、
「
雅
行
朝
臣
不
取
松
明
事
」
（
『
明
月
記
』
元
久
元
年
一
月
十
二
日
条
）
、
「
雅
行
逐
電

勤
剱
璽
役
事
」（『
明
月
記
』
元
久
二
年
十
二
月
十
九
日
条
）
な
ど
の
記
事
に
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
。
源
雅
行
が
儀
礼
に
お
い
て
過
失
を
犯

し
た
こ
と
は
興
味
深
く
、
そ
れ
が
定
家
に
よ
る
有
職
故
実
の
知
識
を
披
瀝
す
る
機
会
と
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。
当
時
と
し
て
は
平
凡
に
見

え
る
、
こ
の
人
物
に
注
目
す
る
こ
と
に
よ
り
、
『
明
月
記
』
お
よ
び
有
職
故
実
研
究
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
考
え
、
以
下
に
そ
の
年
譜
を

作
成
し
て
掲
げ
る
も
の
で
あ
る
。
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源
雅
行

正
二
位
大
納
言
源
定
房
・
正
二
位
中
納
言
藤
原
家
成
女
の
長
男

仁
安
三
年

誕
生
〔
公
家
事
典
〕

（
一
一
六
八
）

安
元

（
一
一
七
五
）

元
年
八
月
十
七
日

藤
原
光
雅
が
、
御
賀
の
童
舞
を
勤
め
る
よ
う
父
に
指
示
を
伝
え
る
。
中
山
忠
親
曰
く
「
舞
の
名
前
は
言
わ

ず
に
、
た
だ
童
舞
を
用
意
す
る
よ
う
源
定
房
・
中
御
門
宗
家
に
伝
達
し
た
。
た
だ
し
、
陵
王
は
中
納
言
の

息
子
と
い
う
の
は
、
康
和
御
賀
で
陵
王
を
舞
っ
た
中
納
言
宗
家
の
祖
父
中
御
門
宗
忠
の
息
子
宗
重
は
、
刺

客
の
た
め
殺
害
さ
れ
た
人
だ
。
父
に
よ
っ
て
は
吉
例
だ
が
、
息
子
に
と
っ
て
は
不
吉
で
あ
る
。
人
々
が
舞

え
る
子
供
を
尋
ね
た
時
、
宗
家
は
子
供
を
隠
し
て
い
な
い
と
言
っ
て
い
た
。
先
例
で
は
、
童
舞
の
人
は
太

政
大
臣
久
我
雅
実
・
右
大
臣
中
院
雅
定
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
す
べ
て
胡
飲
酒
で
あ
る
。
こ
れ
は
吉
例
で
あ

る
。
そ
の
ほ
か
は
、
康
和
の
宗
重
と
閑
院
季
輔
（
納
曾
利
）
、
仁
平
の
藤
原
定
家
と
源
雅
仲
は
不
吉
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
人
々
は
こ
れ
を
隠
し
た
の
だ
ろ
う
。
行
事
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
そ
ん
な
こ
と
は
無
益
で

あ
る
。
宗
家
は
先
に
辞
退
し
、「
我
が
子
は
顔
が
不
細
工
で
あ
る
。
実
際
に
見
て
見
よ
。」
と
言
っ
て
い
た
。

法
皇
陛
下
は
、「
大
変
お
も
し
ろ
い
こ
と
を
言
う
。」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
と
い
う
。
大
納
言
定
房
の
子
供
は
、

今
は
胡
飲
酒
を
習
っ
て
い
な
い
と
い
う
。
光
雅
は
理
由
を
知
ろ
う
と
し
て
、
御
教
書
（
院
宣
か
綸
旨
）
の

懸
紙
に
、「
陵
王
は
中
御
門
中
納
言
の
息
子
が
す
る
。
舞
の
名
前
は
言
わ
な
い
が
、
納
蘇
利
を
舞
う
と
思
っ

て
く
だ
さ
い
。
」
と
書
い
て
定
房
に
渡
し
た
。
し
か
し
、
定
房
は
胡
飲
酒
を
舞
い
ま
す
と
請
文
を
献
上
し
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た
。
光
雅
は
こ
の
こ
と
を
院
に
報
告
し
た
。
法
皇
陛
下
は
、
「
大
納
言
の
家
は
代
々
胡
飲
酒
を
舞
っ
て
き

た
。
だ
か
ら
大
納
言
の
考
え
も
理
由
が
な
い
こ
と
も
な
い
。
胡
飲
酒
は
今
回
見
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
何

か
問
題
が
あ
ろ
う
か
。
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。
康
和
・
仁
平
に
は
定
房
の
父
雅
兼
が
勅
禄
を
取
っ
て
胡
飲

酒
を
舞
っ
た
の
で
、
今
回
胡
飲
酒
を
舞
っ
て
も
珍
し
く
は
な
い
。
ど
う
だ
ろ
う
か
。
陛
下
が
あ
き
ら
め
ら

れ
る
か
、
ま
た
は
大
納
言
定
房
が
承
諾
す
る
か
、
ど
う
か
。
胡
飲
酒
の
童
舞
に
つ
い
て
は
、
舞
の
名
前
は

伝
え
な
い
が
、
胡
飲
酒
を
舞
う
の
だ
と
考
え
る
の
が
適
切
だ
ろ
う
。［
源
大
納
言
定
房
、
子
、
八
歳
］〔
山

槐
記
〕

安
元
元
年
九
月
十
三
日

宗
国
と
と
も
に
童
舞
を
勤
め
る
よ
う
、
先
月
十
七
日
指
示
が
あ
る
。
忠
親
曰
く
「
大
納
言
の
息
子
に
は
、

童
師
多
忠
節
の
息
子
景
節
が
付
く
と
い
う
。」［
大
納
言
定
房
卿
子
］〔
山
槐
記
〕

安
元

（
一
一
七
六
）

二
年
二
月
二
十
一
日

安
元
御
賀
試
楽
で
一
皷
童
を
勤
め
る
。
藤
原
光
雅
が
長
橋
南
妻
よ
り
中
門
廊
・
納
言
座
の
末
を
経
て
、
関

白
座
の
下
を
進
み
、
報
告
し
た
後
還
っ
て
定
房
の
座
の
前
に
跪
き
、
楽
に
つ
い
て
話
し
合
う
。
九
条
兼
実

曰
く
「
何
か
は
知
ら
な
い
。
も
し
や
胡
飲
酒
の
こ
と
か
。」。
閑
院
第
庭
中
に
て
舞
を
舞
う
。
早
く
楽
屋
に

入
っ
た
た
め
、
右
の
舞
人
・
左
右
の
楽
人
ら
は
列
立
し
な
か
っ
た
。
行
列
で
先
頭
を
つ
と
め
る
（
九
歳
。

装
束
は
い
つ
も
通
り
。
天
冠
・
総
角
を
垂
ら
し
、
首
に
皷
を
か
け
る
）
。
古
鳥
蘇
の
後
、
日
が
傾
い
た
と

し
て
、
松
殿
基
房
の
指
示
で
胡
飲
酒
を
舞
う
こ
と
に
な
る
。
徳
大
寺
実
宗
の
指
示
で
、
定
房
が
小
板
敷
よ

り
降
り
て
沓
を
著
し
て
仙
華
門
代
よ
り
入
り
、
前
庭
よ
り
楽
屋
に
向
か
う
。
装
束
（
盖
舊
貫
）
補
助
の
た

め
父
が
、
母
の
兄
弟
四
条
隆
季
と
大
宮
成
親
、
父
の
弟
壬
生
雅
頼
を
引
き
連
れ
て
楽
屋
に
入
っ
て
く
る
。

装
束
を
著
す
る
た
め
西
中
門
西
廊
宮
御
方
侍
所
へ
行
く
。
一
時
の
後
、
蔵
人
の
再
三
の
催
促
に
よ
り
楽
屋
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に
や
っ
て
き
て
大
皷
（
遠
江
守
季
能
）
・
鉦
皷
（
侍
従
家
俊
・
少
納
言
信
季
）
と
と
も
に
楽
屋
の
北
第
二

間
よ
り
庭
中
へ
で
て
、
父
の
補
助
で
胡
飲
酒
（
序
一
遍
・
破
五
切
）
舞
う
。
九
条
兼
実
曰
く
「
そ
の
曲
は

絶
妙
で
、
見
る
者
は
称
美
し
た
。
」
破
五
遍
舞
い
帰
ろ
う
と
し
た
と
き
、
基
房
に
笏
で
も
っ
て
呼
ば
れ
る

が
気
づ
か
な
か
っ
た
た
め
、
実
宗
が
や
っ
て
き
て
指
示
す
る
。
中
門
廊
南
妻
よ
り
昇
り
（
靴
を
脱
が
な
か
っ

た
。
雅
頼
が
殿
上
よ
り
や
っ
て
き
て
こ
れ
を
補
助
す
る
。）、
中
門
廊
・
納
言
座
の
末
か
ら
長
押
に
上
り
、

廣
庇
西
よ
り
ひ
ざ
ま
ず
い
て
進
む
。
御
座
東
間
簾
下
の
関
白
よ
り
目
配
せ
を
受
け
て
進
ん
で
跪
き
、
紅
打

御
袙
の
御
衣
を
左
肩
に
掛
け
て
も
ら
う
。
兼
実
曰
く
「
他
の
舞
で
は
左
肩
に
か
け
る
が
、
胡
飲
酒
で
は
右

肩
に
か
け
る
と
い
う
故
実
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
左
手
に
撥
を
持
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
陛
下
が
着
て
い

る
服
を
脱
い
で
、
執
柄
松
殿
基
房
が
や
っ
て
き
て
こ
れ
を
脱
が
す
。
今
日
は
簾
中
よ
り
出
さ
れ
た
。
大
変

そ
の
理
に
背
い
て
い
る
。
し
か
し
仁
平
二
年
の
御
賀
後
宴
で
は
こ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。」。
御

衣
を
肩
に
か
け
な
が
ら
、
同
じ
庇
で
一
曲
奏
し
て
、
納
言
座
の
後
ろ
に
て
父
に
御
衣
を
渡
す
。
長
橋
の
あ

た
り
に
降
り
立
ち
、
本
路
よ
り
帰
る
。
父
が
入
綾
を
舞
っ
て
い
る
間
、
前
庭
を
通
り
楽
屋
に
入
り
、
御
前

庭
に
て
舞
い
指
す
。
大
炊
御
門
経
宗
曰
く
、
「
舞
い
始
め
の
と
こ
ろ
が
仁
平
の
例
と
違
う
。
大
変
不
審
で

あ
る
。」。
答
舞
は
な
か
っ
た
。
装
束
は
、
赤
色
浮
文
織
物
の
闕
腋
袍
・
黒
半
臂
・
通
常
の
下
襲
・
白
縮
線

の
綾
表
の
袴
、
天
冠
は
総
角
を
垂
ら
し
異
形
は
な
し
。
糸
鞋
は
い
つ
も
通
り
で
、
袍
打
掛
・
二
重
織
物
表

袴
・
靴
は
先
例
の
通
り
。［
小
舎
人
源
雅
行
・
童
・
幼
童
・
舞
童
・
胡
飲
酒
］〔
玉
葉
〕

安
元
二
年
三
月
四
日

後
白
河
法
皇
五
十
御
賀
で
、
行
事
参
議
実
家
と
実
守
が
楽
行
事
前
の
東
西
座
の
上
頭
に
著
す
と
、
し
ば
ら

く
皷
で
も
っ
て
舞
い
、
左
鼓
鉦
の
北
を
通
り
楽
屋
に
入
る
。
行
列
で
先
頭
を
つ
と
め
る
（
天
冠
・
装
束
は
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試
楽
の
時
の
通
り
。
た
だ
し
、
表
袴
は
二
倍
織
物
で
赤
地
錦
足
続
が
あ
っ
た
。
銀
文
を
打
ち
こ
れ
を
つ
け

る
。
今
日
院
の
昇
殿
を
許
可
さ
れ
た
。
名
簿
に
は
「
蔭
孫
源
雅
行
」
と
書
か
れ
る
。
）
胡
飲
酒
を
舞
う
予

定
だ
っ
た
が
、
議
定
に
よ
り
康
和
の
例
に
な
ら
い
中
止
と
な
り
、
陵
王
に
な
る
。
兼
実
曰
く
「
康
和
の
例

は
、
か
の
童
が
所
労
に
よ
っ
て
出
仕
せ
ず
、
た
ち
ま
ち
に
陵
王
に
変
更
し
た
。
今
日
は
、
胡
飲
酒
の
童
は

す
で
に
出
仕
し
て
い
る
。
納
蘇
利
を
舞
う
べ
き
と
の
こ
と
だ
。
胡
飲
酒
は
何
で
中
止
し
た
の
か
。
康
和
の

例
に
な
ら
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
か
え
っ
て
か
の
例
に
背
い
て
い
る
と
言
う
べ
き
だ
ろ
う
か
。
」
納
蘇
利

を
舞
う
（
装
束
は
上
か
ら
い
た
だ
く
。
そ
の
舞
は
優
美
で
あ
っ
た
）〔
玉
葉
〕。
一
の
鼓
の
童
と
な
り
、
賀

王
恩
の
時
、
お
ほ
の
た
ゞ
と
き
を
随
え
て
御
前
の
庭
を
渡
る
。
各
々
楽
屋
に
入
る
中
、
庭
に
と
ど
ま
っ
て

袖
を
ひ
る
が
え
す
。
舞
が
奏
さ
れ
る
と
、
小
松
の
に
し
の
も
と
に
て
こ
ま
か
な
で
（
高
麗
楽
か
）
を
す
る

（
一
の
つ
ら
・
一
の
つ
づ
み
等
異
文
あ
り
）〔
安
元
御
賀
記
〕

安
元
二
年
三
月
六
日

安
元
御
賀
後
宴
で
、
高
倉
天
皇
が
笛
を
吹
い
て
い
る
と
、
船
を
下
り
て
列
の
先
頭
と
な
り
舞
人
・
楽
人
と

と
も
に
楽
屋
に
向
か
う
。
庭
中
に
て
舞
童
（
宗
国
か
）
と
と
も
に
一
皷
を
懸
け
て
舞
う
。
舞
人
ら
は
太
鼓

の
前
に
い
た
が
、
一
の
鼓
の
童
が
早
く
楽
屋
に
入
っ
た
た
め
、
楽
人
ら
は
列
立
せ
ず
に
楽
屋
に
入
る
。
古

鳥
蘓
が
終
わ
る
と
、
胡
飲
酒
の
補
助
の
た
め
父
と
雅
頼
が
楽
屋
に
や
っ
て
く
る
。
青
海
波
の
後
、
楽
屋
の

北
第
二
間
を
経
て
、
大
鼓
と
下
鉦
鼓
の
間
よ
り
出
て
き
て
、
父
の
補
助
で
胡
飲
酒
序
二
反
・
破
二
反
を
舞

う
。
隆
房
曰
く
「
そ
の
舞
は
大
変
す
ば
ら
し
く
、
見
る
も
の
は
涙
を
流
し
た
。」。
答
な
く
楽
屋
に
帰
っ
た

後
、
光
能
が
禄
と
し
て
、
素
袍
の
綾
の
袿
を
取
る
。
そ
の
後
、
肩
に
か
け
て
入
綾
を
舞
う
。
兼
実
曰
く

「
今
日
は
御
衣
を
い
た
だ
か
な
か
っ
た
。
試
楽
の
日
に
勅
禄
に
預
か
っ
た
者
は
、
重
ね
て
こ
の
こ
と
は
な
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い
と
の
こ
と
だ
。」。
龍
王
の
後
納
蘓
利
を
舞
う
が
、
胡
飲
酒
で
禄
を
い
た
だ
い
た
た
め
禄
を
も
ら
わ
な
か
っ

た
。
陵
王
の
後
、
落
蹲
を
舞
う
。
隆
房
曰
く
「
入
綾
こ
そ
が
目
に
も
美
し
か
っ
た
ろ
う
か
。」［
一
童
・
両

舞
童
共
・
胡
飲
酒
の
わ
ら
ハ
］〔
玉
葉
〕〔
安
元
御
賀
記
〕

治
承
元
年
十
月
二
十
七
日

叙
位
〔
公
卿
補
任
〕

（
一
一
七
七
）

治
承
三
年
一
月
十
九
日

侍
従
〔
公
卿
補
任
〕〔
玉
葉
〕〔
山
槐
記
〕

（
一
一
七
九
）

治
承
三
年
十
一
月
十
三
日

童
女
御
覧
に
出
席
し
、
童
女
ら
が
廣
西
第
二
間
東
の
辺
り
以
西
に
く
る
と
、
少
将
公
守
と
と
も
に
菩
提
院

実
守
の
童
に
付
く
〔
玉
葉
〕

治
承
四
年
八
月
十
五
日

放
生
会
で
、
車
に
乗
り
扈
従
す
る
〔
山
槐
記
〕

（
一
一
八
〇
）

養
和
元
年
一
月
五
日

従
五
位
上
（
父
の
平
野
大
原
野
行
幸
行
事
賞
の
譲
）〔
公
卿
補
任
〕

（
一
一
八
一
）

寿
永
元
年
三
月
九
日

右
近
衛
少
将
〔
公
卿
補
任
〕

（
一
一
八
二
）

寿
永
元
年
六
月
十
五
日

大
内
よ
り
の
還
宮
で
、
蔵
人
少
輔
親
経
と
と
も
に
内
侍
所
に
て
扈
従
す
る
〔
吉
記
〕

寿
永
元
年
十
月
二
十
六
日

夜
に
九
条
良
通
邸
に
や
っ
て
き
て
、
春
日
使
の
陪
従
の
装
束
に
つ
い
て
会
談
し
、「
調
え
送
る
。」
と
言
わ

れ
る
〔
玉
葉
〕
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寿
永
元
年
十
一
月
四
日

良
通
の
所
よ
り
、
春
日
祭
使
陪
従
の
装
束
六
具
を
送
ら
れ
る
〔
玉
葉
〕

寿
永
二
年
一
月
二
十
二
日

備
後
介
兼
務
〔
公
卿
補
任
〕

（
一
一
八
三
）

寿
永
二
年
四
月
九
日

正
五
位
下
〔
公
卿
補
任
〕

寿
永
三
年
三
月
三
日

平
等
院
一
切
経
会
で
、
滋
野
井
公
時
と
と
も
に
楽
行
事
を
つ
と
め
る
〔
玉
葉
〕

（
一
一
八
四
）

元
暦

（
一
一
八
四
）

元
年
七
月
二
十
八
日

後
鳥
羽
天
皇
の
即
位
式
で
、
天
皇
が
御
輿
に
乗
る
と
、
宗
長
・
忠
季
と
と
も
に
東
西
階
下
の
格
子
を
あ
げ

て
退
出
す
る
。
右
（
左
か
）
近
衛
中
将
唐
橋
通
資
・
左
近
衛
（
権
か
）
中
将
滋
野
井
公
時
・
左
近
衛
少
将

三
条
定
輔
・
左
近
衛
少
将
中
山
兼
宗
・
左
近
衛
少
将
（
中
将
か
）
公
国
・
右
近
衛
少
将
難
波
宗
長
・
右
近

衛
中
将
岡
崎
雅
賢
・
左
（
右
か
）
近
衛
少
将
山
科
実
教
・
右
近
衛
少
将
六
条
顕
家
・
右
近
衛
少
将
閑
院
実

明
・
右
近
衛
少
将
徳
大
寺
実
保
・
基
範
・
成
定
・
右
近
衛
（
権
か
）
少
将
坊
門
伊
輔
・
右
近
衛
少
将
範
能
・

忠
季
と
と
も
に
参
入
し
、
公
国
・
成
定
と
と
も
に
尻
鞘
に
入
れ
な
か
っ
た
〔
山
槐
記
〕

元
暦
元
年
八
月
一
日

後
鳥
羽
天
皇
が
大
内
よ
り
閑
院
に
行
幸
す
る
と
、
宗
長
・
親
雅
と
と
も
に
内
侍
所
の
渡
御
に
供
奉
す
る

〔
山
槐
記
〕

元
暦

（
一
一
八
五
）

二
年
三
月
十
四
日

良
通
邸
に
や
っ
て
き
て
、
祭
料
陪
従
半
臂
下
重
を
所
望
す
る
。
し
か
し
、
軽
服
で
ま
だ
除
服
し
て
い
な
か
っ

た
た
め
、「
今
は
憚
り
が
あ
り
、
了
解
で
き
な
い
。」
と
言
わ
れ
る
（
今
夜
兼
実
・
良
通
・
姫
君
は
、
陰
陽

師
在
宣
に
よ
り
除
服
と
な
る
。
良
通
は
河
原
に
で
て
、
兼
実
は
門
外
に
て
灸
治
し
、
姫
君
は
外
出
す
る
。

家
の
都
合
が
悪
い
ゆ
え
で
あ
る
）〔
玉
葉
〕
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元
暦
二
年
四
月
二
十
日

賀
茂
祭
で
近
衛
使
を
つ
と
め
る
〔
玉
葉
〕

文
治
元
年
一
月
六
日

従
四
位
下
〔
公
卿
補
任
〕〔
吉
記
〕

（
一
一
八
五
）

文
治
元
年
八
月
二
十
七
日

法
皇
が
大
仏
開
眼
の
た
め
宇
治
に
や
っ
て
く
る
と
、
武
盛
と
と
も
に
河
原
毛
の
馬
を
引
き
出
す
〔
山
槐
記
〕

文
治
元
年
十
一
月
二
十
五
日
豊
明
節
会
の
御
前
試
の
夜
に
藤
原
定
家
を
馬
鹿
に
し
、
濫
吹
に
及
ん
だ
末
怒
っ
た
定
家
に
よ
り
脂
燭
で
殴

ら
れ
る
。
兼
実
曰
く
「
顔
を
殴
っ
た
と
い
う
。」〔
玉
葉
〕

文
治

（
一
一
八
六
）

二
年
五
月
二
十
七
日

最
勝
講
で
、
実
教
・
公
時
・
成
家
（
成
定
か
）
と
と
も
に
出
居
に
い
る
〔
玉
葉
〕

文
治
二
年
五
月
二
十
八
日

最
勝
講
結
願
で
、
実
教
・
実
明
・
基
範
・
成
定
・
成
家
と
と
も
に
出
居
に
居
る
〔
玉
葉
〕

文
治
二
年
七
月
二
十
六
日

春
季
御
読
経
始
に
出
席
し
、
兼
実
ら
が
列
立
す
る
と
、
人
数
不
足
に
よ
り
実
教
と
と
も
に
出
居
よ
り
呼
ば

れ
参
加
す
る
〔
玉
葉
〕

文
治
三
年
十
一
月
二
十
四
日
賀
茂
臨
時
祭
で
、
二
獻
の
陪
従
座
の
勧
盃
の
瓶
子
を
を
つ
と
め
る
〔
玉
葉
〕

（
一
一
八
七
）

文
治
四
年
一
月
二
十
一
日

丹
波
介
兼
務
〔
公
卿
補
任
〕

（
一
一
八
八
）

文
治
四
年
四
月
二
十
八
日

石
清
水
臨
時
祭
で
、
宗
隆
と
と
も
に
重
杯
を
つ
と
め
る
〔
玉
葉
〕

文
治
四
年
五
月
十
六
日

藤
原
実
教
が
兼
実
邸
に
や
っ
て
き
て
、「
前
の
八
日
九
日
（
比
叡
小
五
月
会
か
）
に
陪
膳
が
い
な
か
っ
た
。

雅
行
と
長
経
で
あ
る
。
院
宣
に
よ
っ
て
聞
い
た
も
の
の
、
返
事
が
な
か
っ
た
。
」
と
語
る
と
、
兼
実
は
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「
早
く
詳
し
い
こ
と
を
報
告
し
て
、
処
分
せ
よ
。」
と
指
示
す
る
〔
玉
葉
〕

文
治
四
年
六
月
五
日

実
教
が
兼
実
邸
に
や
っ
て
き
て
、
「
陪
膳
を
無
断
欠
勤
し
た
た
め
監
禁
さ
れ
て
い
た
殿
上
人
雅
行
と
長
経

が
釈
放
さ
れ
た
。」
と
語
る
〔
玉
葉
〕

文
治
四
年
七
月
十
七
日

父
の
死
に
よ
り
服
解
〔
公
卿
補
任
〕

文
治
四
年
八
月
二
十
日

復
任
〔
公
卿
補
任
〕

文
治
六
年
一
月
五
日

従
四
位
上
〔
公
卿
補
任
〕

（
一
一
九
〇
）

文
治
六
年
三
月
十
六
日

石
清
水
臨
時
祭
で
、
忠
季
と
と
も
に
舞
人
に
重
坏
を
勧
め
る
〔
玉
葉
〕

文
治
六
年
四
月
二
十
八
日

任
子
立
后
第
二
日
に
出
席
し
、
公
経
・
宗
隆
と
と
も
に
廣
庇
座
に
着
す
〔
玉
葉
〕

文
治
六
年
五
月
三
日

中
宮
八
社
奉
幣
で
平
野
使
と
な
る
が
、
遅
刻
し
催
促
を
受
け
る
。
吉
時
の
巳
刻
に
な
っ
て
も
こ
な
か
っ
た

た
め
、
告
文
の
清
書
を
開
く
よ
う
兼
実
が
指
示
す
る
。
六
社
使
が
列
し
て
も
こ
ず
、
幣
を
伴
っ
て
本
社
へ

向
か
う
と
き
に
な
っ
て
や
っ
て
く
る
。
兼
実
が
長
房
よ
り
報
告
を
受
け
る
と
、
早
く
参
入
し
て
幣
を
取
る

よ
う
兼
実
に
指
示
さ
れ
、
笏
を
指
に
挟
ん
で
幣
を
取
っ
て
立
つ
。
中
宮
が
平
野
へ
向
か
い
拝
し
終
わ
る
と
、

兼
実
が
告
示
し
た
後
、
幣
を
返
し
て
退
下
し
告
文
を
い
た
だ
き
退
下
す
る
。
兼
実
曰
く
「
奥
に
行
っ
て
こ

れ
を
見
る
の
は
ど
う
な
の
だ
ろ
う
か
。」〔
玉
葉
〕

建
久
元
年
十
一
月
十
七
日

童
女
御
覧
で
、
第
四
と
し
て
後
の
童
に
付
く
〔
玉
葉
〕

（
一
一
九
〇
）

建
久
二
年
二
月
一
日

正
四
位
下
〔
公
卿
補
任
〕
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（
一
一
九
一
）

建
久
二
年
三
月
二
十
三
日

中
宮
の
閑
院
還
御
で
、
信
清
と
と
も
に
啓
将
を
つ
と
め
る
〔
玉
葉
〕

建
久
二
年
四
月
二
十
六
日
？
比
叡
山
の
衆
徒
が
内
裏
に
押
し
掛
け
る
と
、
武
具
を
つ
け
ず
纓
を
垂
ら
し
、
帯
剣
せ
ず
に
や
っ
て
く
る
。

定
家
曰
く
「
何
か
考
え
が
あ
っ
て
の
こ
と
か
。」〔
次
将
装
束
抄
〕

建
久
二
年
五
月
二
十
六
日

最
勝
講
初
日
で
、
鐘
が
撞
か
れ
た
後
成
定
・
忠
季
・
隆
保
・
忠
行
と
と
も
に
出
居
に
や
っ
て
く
る
〔
玉
葉
〕

建
久
二
年
十
一
月
二
十
六
日
兼
実
が
初
度
の
復
辟
を
す
る
と
、
中
使
と
し
て
東
中
門
下
に
立
つ
。
起
座
し
退
出
し
た
後
、
良
経
が
前
庭

に
て
勅
使
に
拝
し
て
舞
踏
す
る
〔
玉
葉
〕〔
都
玉
記
〕

建
久
二
年
十
一
月
二
十
八
日
賀
茂
臨
時
祭
で
、
宗
国
と
と
も
に
重
坏
を
つ
と
め
る
（
雅
親
か
）〔
玉
葉
〕

建
久
三
年
四
月
四
日

後
白
河
院
の
三
七
日
仏
事
で
、
兼
宗
・
成
定
と
と
も
に
冬
の
衣
冠
・
垂
纓
を
着
す
〔
明
月
記
〕

（
一
一
九
二
）

建
久
三
年
四
月
二
十
五
日

蓮
華
王
院
七
七
御
斎
会
で
度
者
使
を
つ
と
め
〔
師
守
記
〕、
少
将
高
通
と
と
も
に
橡
を
着
す
〔
明
月
記
〕

建
久
三
年
四
月
二
十
六
日

定
家
曰
く
、
「
あ
る
人
が
「
安
元
二
年
の
建
春
門
院
御
斎
会
で
、
度
者
使
定
能
卿
は
位
袍
を
着
し
、
御
誦

経
使
通
資
卿
は
橡
を
着
し
て
い
た
」
と
語
っ
た
。
雅
行
は
そ
の
例
を
踏
襲
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
御
誦
経
使

に
つ
い
て
は
近
衛
府
の
役
で
は
な
い
が
、
度
者
は
必
ず
位
袍
を
着
す
べ
き
と
い
う
。
『
中
右
記
』
嘉
承
三

年
六
月
十
八
日
条
に
、
「
今
日
殿
上
の
弁
官
三
人
が
出
席
し
た
。
し
か
し
、
左
中
弁
藤
原
長
忠
は
位
袍
、

権
弁
藤
原
為
隆
、
左
小
弁
源
雅
兼
は
橡
の
袍
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
ど
う
な
の
だ
ろ
う
か
。
特
に
権
弁
・
左

少
弁
は
行
事
で
あ
る
。
治
部
卿
源
基
綱
が
申
す
に
は
、
猶
行
事
の
弁
は
位
袍
を
着
す
べ
き
だ
ろ
う
か
。
先

例
で
は
あ
る
い
は
位
袍
、
あ
る
い
は
橡
と
い
う
。
こ
の
こ
と
を
調
べ
る
べ
き
で
あ
る
。
」
と
あ
る
。
雅
行
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の
袍
は
こ
の
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。」〔
明
月
記
〕

建
久
三
年
四
月
三
十
日

八
条
院
御
仏
事
に
、
保
盛
・
隆
信
・
盛
実
・
成
家
・
定
家
・
為
頼
・
定
忠
・
範
光
・
光
親
・
範
経
・
仲
房

と
と
も
に
冠
を
着
し
て
殿
上
人
と
し
て
出
席
す
る
〔
明
月
記
〕

建
久
三
年
五
月
二
日

高
倉
院
七
七
日
講
筵
で
、
中
山
兼
宗
が
「
御
誦
経
使
に
つ
い
て
は
、
本
府
の
役
で
は
な
の
な
ら
ば
、
橡
を

着
す
べ
き
だ
。
度
者
に
つ
い
て
は
、
必
ず
位
袍
を
着
す
べ
き
だ
。
雅
行
少
将
の
橡
は
も
っ
と
も
不
審
で
あ

る
。」
と
定
家
に
語
る
。
殷
富
門
院
亮
子
の
高
階
泰
経
邸
御
幸
に
、
隆
信
・
成
定
・
伊
輔
・
顕
兼
・
定
家
・

長
俊
・
隆
経
・
隆
雅
・
保
家
と
と
も
に
殿
上
人
と
し
て
参
加
す
る
〔
明
月
記
〕

建
久

（
一
一
九
三
）

四
年
四
月
八
日

内
裏
の
潅
佛
に
出
席
し
、
実
明
の
後
潅
佛
す
る
が
、
急
い
で
進
ん
で
潅
佛
し
た
た
め
、
位
次
に
よ
る
べ
き

だ
っ
た
が
、
上
位
の
宗
頼
が
潅
仏
で
き
な
か
っ
た
。
兼
実
曰
く
「
全
く
気
遣
い
が
な
い
。」〔
玉
葉
〕

建
久
四
年
五
月
六
日

右
近
真
手
結
に
、
忠
行
と
と
も
に
出
席
す
る
〔
玉
葉
〕

建
久
五
年
一
月
三
十
日

右
近
衛
中
将
〔
公
卿
補
任
〕、
元
第
一
少
将
〔
山
槐
記
〕

（
一
一
九
四
）

建
久
五
年
三
月
十
六
日

中
宮
の
大
原
野
行
啓
に
、
実
明
・
定
輔
・
兼
良
・
兼
忠
・
公
継
・
光
雅
・
忠
経
・
実
教
・
通
資
・
兼
光
・

隆
房
・
親
宗
・
経
房
・
隆
忠
・
家
房
・
良
経
・
忠
季
・
宗
頼
・
長
房
・
長
兼
・
仲
資
王
と
と
も
に
参
加
す

る
〔
仲
資
王
記
〕

建
久
五
年
四
月
十
七
日

賀
茂
詣
に
出
席
し
、
公
卿
が
着
座
し
た
後
忠
季
と
と
も
に
着
座
す
る
。
兼
実
が
賀
茂
上
社
に
行
く
と
、
沓

を
取
る
〔
玉
葉
〕

建
久
五
年
四
月
十
九
日

良
経
の
息
子
（
道
家
か
）
が
養
育
の
た
め
兼
実
邸
に
引
っ
越
す
と
、
親
能
・
忠
季
・
高
通
・
資
家
と
と
も
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に
共
を
す
る
〔
玉
葉
〕

建
久
五
年
八
月
（
四
月
か
）
九
条
良
輔
の
元
服
で
、
理
髪
を
つ
と
め
る
〔
皇
代
暦
〕

建
久
五
年
十
一
月
二
十
三
日
押
小
路
殿
へ
の
御
方
違
行
幸
で
、
出
御
が
あ
る
と
西
園
寺
公
経
と
と
も
に
内
侍
に
付
く
。
右
近
衛
少
将
持

明
院
保
家
・
右
近
衛
少
将
岡
崎
有
雅
・
左
近
衛
少
将
大
炊
御
門
師
経
と
と
も
に
列
立
し
、
左
近
衛
中
将
河

原
公
国
と
と
も
に
御
座
を
見
る
〔
明
月
記
〕

建
久
五
年
十
二
月
四
日

御
堂
御
八
講
に
、
良
経
・
兼
実
・
伊
輔
・
定
家
・
高
通
・
家
綱
・
頼
房
と
と
も
に
や
っ
て
く
る
〔
明
月
記
〕

建
久
五
年
十
二
月
十
六
日

内
侍
所
御
神
楽
で
、
無
能
を
つ
と
め
る
〔
明
月
記
〕

建
久
五
年
十
二
月
十
九
日

内
裏
御
仏
名
で
、
小
庭
を
経
ず
に
青

�門
を
昇
り
先
に
着
す
。
公
卿
が
着
座
す
る
と
名
謁
を
行
う
。
高
階

泰
通
が
後
か
ら
や
っ
て
き
て
幔
下
に
跪
き
出
居
方
を
み
る
と
、
再
び
名
謁
を
行
う
〔
明
月
記
〕

建
久
六
年
二
月
二
日

尾
張
介
兼
務
〔
公
卿
補
任
〕

（
一
一
九
五
）

建
久
六
年
七
月
八
日

如
法
佛
眼
法
結
願
で
、
阿
闍
梨
の
絹

�を
取
る
〔
三
長
記
〕

建
久
六
年
八
月
十
五
日

昇
子
内
親
王
の
三
夜
で
、
公
卿
が
着
座
し
た
後
、
公
房
・
親
能
・
成
定
・
伊
輔
と
と
も
に
殿
上
人
の
座
に

着
座
す
る
。
祐
能
（
親
能
か
）
・
成
定
・
伊
輔
・
定
国
・
定
家
と
と
も
に
役
送
を
つ
と
め
る
。
殿
上
人
の

座
よ
り
呼
ば
れ
、
中
門
廊
東
を
経
て
中
門
外
よ
り
御
前
物
を
取
る
。
親
能
・
成
定
・
伊
輔
と
と
も
に
南
簀

子
に
昇
り
立
ち
、
屯
食
案
が
南
庭
に
の
ぼ
せ
ら
れ
る
と
成
実
と
と
も
に
御
衣
筥
を
昇
す
。〔
三
長
記
〕

建
久
六
年
八
月
十
九
日

昇
子
内
親
王
の
七
夜
で
八
条
院
御
使
を
つ
と
め
、
中
門
外
に
立
っ
た
後
長
兼
よ
り
申
し
上
げ
ら
れ
る
と
、

公
卿
の
座
の
前
廣
廂
第
二
間
の
御
使
の
座
に
進
み
座
る
。
御
衣
が
中
門
廊
に
の
ぼ
せ
ら
れ
る
と
、
白
綾
褂
・

―75―



濃
袴
を
長
兼
よ
り
い
た
だ
き
、
禄
を
肩
に
担
い
で
南
庭
に
て
二
拝
す
る
。
為
□
（
説
か
）
・
業
清
・
伊
輔

と
と
も
に
殷
富
門
院
よ
り
の
御
衣
を
昇
す
〔
三
長
記
〕

建
久
六
年
八
月
二
十
一
日

昇
子
内
親
王
第
九
日
で
、
親
能
・
成
定
・
伊
輔
・
宗
国
・
定
家
・
高
□
・
実
宣
と
と
も
に
役
送
を
つ
と
め

る
〔
三
長
記
〕

建
久
六
年
十
月
七
日

昇
子
内
親
王
五
十
日
で
、
経
仲
・
成
家
・
定
経
・
定
家
・
高
通
・
宗
隆
と
と
も
に
役
送
を
つ
と
め
、
各
々

笏
を
挿
み
御
台
を
取
り
雁
行
し
て
進
む
〔
三
長
記
〕

建
久
六
年
十
月
十
三
日

中
宮
の
御
産
後
初
入
内
で
、
親
能
・
隆
保
・
公
国
・
高
能
・
定
経
・
宗
国
・
能
季
・
定
家
・
高
通
・
親
国
・

公
定
・
朝
経
・
雅
親
・
忠
行
・
九
条
良
輔
・
土
御
門
通
具
・
頼
房
・
資
家
・
大
炊
御
門
頼
実
・
定
能
・
通

親
・
権
中
納
言
（
経
房
か
泰
通
か
親
宗
か
隆
房
か
通
資
）
・
光
雅
・
公
時
と
と
も
に
前
駆
を
つ
と
め
る

〔
三
長
記
〕

建
久
六
年
十
月
二
十
日

秋
季
仁
王
会
に
出
席
し
、
成
家
・
経
通
・
通
具
と
と
も
に
御
殿
の
出
居
に
居
る
〔
三
長
記
〕

建
久
六
年
十
月
二
十
三
日

昇
子
内
親
王
の
侍
始
で
、
中
門
外
西
上
北
面
に
親
能
・
公
定
・
良
輔
・
宗
方
・
定
経
・
親
国
と
と
も
に
家

司
・
職
事
と
し
て
列
立
し
慶
賀
を
申
す
。
季
忠
が
承
諾
の
意
志
を
示
す
と
、
各
々
二
拝
す
る
。
侍
所
が
立

て
ら
れ
る
と
、
宗
方
・
侍
ら
と
と
も
に
著
座
す
る
〔
三
長
記
〕

建
久
六
年
十
月
三
十
日

春
日
大
社
の
競
馬
で
、
黒
木
屋
に
入
御
が
あ
る
と
、
良
経
の
沓
を
取
る
〔
明
月
記
〕

建
久
六
年
十
一
月
十
日

良
経
の
任
内
大
臣
節
会
で
、
公
卿
が
外
弁
の
座
に
著
し
た
後
、
南
階
の
左
右
に
左
近
衛
少
将
宗
国
・
左
近

衛
少
将
定
家
・
左
近
衛
少
将
公
定
・
左
近
衛
権
中
将
実
宣
・
右
近
衛
中
将
成
定
・
右
近
衛
少
将
成
家
・
左

近
衛
少
将
高
通
・
右
近
衛
権
少
将
忠
行
・
左
近
衛
少
将
経
通
と
と
も
に
縫
腋
・
壺
胡

�に
靴
を
著
し
て
陣
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を
引
く
。
二
献
で
勧
盃
を
つ
と
め
、
五
献
の
時
実
宣
と
と
も
に
録
事
・
弁
少
納
言
の
座
を
敷
く
〔
三
長
記
〕

建
久
六
年
十
一
月
十
二
日

良
経
の
拝
賀
で
、
宗
雅
・
成
定
・
成
家
・
高
能
・
定
経
・
顕
兼
・
能
季
・
隆
保
・
定
家
・
高
通
・
宗
隆
・

兼
定
・
朝
経
・
長
兼
・
忠
行
・
宗
方
・
良
輔
・
以
政
・
兼
親
・
能
光
・
宗
行
ら
と
と
も
に
前
駆
を
つ
と
め

る
。
八
条
院
で
申
次
を
つ
と
め
、
琵
琶
が
贈
ら
れ
女
房
が
御
簾
の
外
へ
出
す
と
、
こ
れ
を
取
っ
て
前
駆
に

渡
す
〔
三
長
記
〕

建
久
六
年
十
一
月
十
五
日

十
一
日
の
方
違
行
幸
に
、
高
通
と
と
も
に
参
加
し
な
か
っ
た
と
し
て
除
籍
さ
れ
る
と
い
う
〔
三
長
記
〕

建
久

（
一
一
九
六
）

七
年
一
月
十
日

女
叙
位
に
遅
刻
し
た
た
め
、
夜
に
な
っ
て
か
ら
後
鳥
羽
天
皇
が
出
御
す
る
。
蔵
人
・
御
匣
殿
蔵
人
叙
位
の

後
兼
実
に
呼
ば
れ
、
院
宮
の
御
申
文
を
持
参
す
る
〔
玉
葉
〕

建
久
七
年
四
月
十
七
日

定
家
が
良
経
邸
（
兼
実
邸
か
）
に
や
っ
て
き
た
と
き
、
蔵
人
知
範
が
「
雅
行
中
将
が
、
朔
日
に
出
仕
せ
ず

四
日
に
初
め
て
参
内
し
た
と
き
、
白
重
を
着
し
て
い
た
。
自
ら
言
う
に
「
白
重
は
朔
日
の
出
仕
に
よ
る
べ

き
で
は
な
い
。
後
日
と
い
っ
て
も
こ
れ
を
着
し
て
出
仕
す
る
の
は
、
何
の
問
題
も
な
い
と
考
え
る
。
」
と

語
っ
た
。
」
と
語
る
。
良
経
（
兼
実
か
）
は
「
公
卿
に
つ
い
て
は
、
朔
日
に
着
る
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら

ず
、
潅
仏
の
時
に
着
る
。
殿
上
人
に
つ
い
て
は
、
詳
し
く
は
知
ら
な
い
。
」
と
語
る
。
知
範
が
「
忠
国
が

言
う
に
は
、
故
入
道
左
大
臣
経
宗
様
の
説
は
雅
行
中
将
の
言
う
と
お
り
で
あ
る
。
左
大
臣
実
房
様
は
こ
の

こ
と
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
」
と
語
る
と
、
六
条
有
家
が
「
先
年
少
納
言
だ
っ
た
と
き
、
白
重
を
用
意
し

た
の
だ
が
、
朔
日
急
病
に
よ
っ
て
出
仕
し
な
か
っ
た
。
三
日
に
大
納
言
坊
門
定
能
様
が
参
議
と
し
て
、
政

を
行
う
の
に
少
納
言
が
足
り
な
か
っ
た
。
相
談
の
結
果
出
仕
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
染
重
を
準
備
し
て

い
な
か
っ
た
の
で
、
朔
日
に
出
仕
せ
ず
白
重
を
着
す
る
の
は
ど
う
な
の
か
と
、
父
重
家
が
内
大
臣
中
山
忠
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親
様
と
源
雅
頼
卿
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
「
朔
日
に
出
仕
し
な
か
っ
た
の
な
ら
ば
、
白
重
を
着
す
の
は
適

当
で
は
な
い
だ
ろ
う
」
と
各
々
お
っ
し
ゃ
っ
た
。
だ
か
ら
そ
の
日
は
出
仕
し
な
か
っ
た
。
結
局
は
そ
の
人

の
考
え
に
よ
る
の
だ
ろ
う
か
。
だ
が
朔
日
よ
り
後
に
着
し
な
い
の
が
、
無
難
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
を
先
例

と
す
べ
き
だ
ろ
う
」
と
語
る
〔
明
月
記
〕

建
久
七
年
四
月
二
十
一
日

昇
子
内
親
王
入
内
で
、
西
門
に
入
御
が
あ
る
と
、
成
家
・
信
清
・
宗
国
・
隆
衡
・
知
光
・
長
兼
・
朝
経
・

宗
方
・
実
宣
・
資
家
・
有
雅
と
と
も
に
列
立
す
る
〔
明
月
記
〕

建
久
七
年
五
月
六
日

右
近
真
手
結
で
、
右
近
衛
少
将
坊
門
経
通
・
左
近
衛
少
将
坊
門
高
通
と
と
も
に
出
席
し
、
北
を
上
に
着
す
。

手
結
文
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
封
を
加
え
て
返
す
〔
明
月
記
〕

建
久
七
年
五
月
十
五
日

石
清
水
八
幡
宮
寺
薬
師
如
来
立
像
供
養
で
勅
使
を
つ
と
め
る
〔
石
清
水
八
幡
宮
記
録
〕
〔
菊
大
路
文
書
〕

〔
石
清
水
八
幡
宮
并
極
楽
寺
縁
起
之
事
〕

建
久
七
年
五
月
二
十
三
日

最
勝
講
始
で
、
親
能
・
公
経
・
通
宗
・
実
宣
と
と
も
に
出
居
に
着
座
す
る
〔
明
月
記
〕

建
久
七
年
五
月
二
十
五
日

最
勝
講
で
、
成
定
・
家
経
・
高
通
・
師
経
・
経
通
と
と
も
に
出
居
に
居
る
〔
明
月
記
〕

建
久
七
年
六
月
十
三
日

大
内
行
幸
で
、
後
鳥
羽
天
皇
が
出
御
す
る
と
保
家
と
と
も
に
前
後
内
侍
に
付
く
。
そ
の
後
、
右
近
衛
少
将

持
明
院
保
家
・
左
近
衛
少
将
高
通
・
右
近
衛
少
将
三
条
公
信
・
右
近
衛
少
将
岡
崎
有
雅
と
と
も
に
着
陣
す

る
。
御
輿
が
寄
せ
ら
れ
る
と
、
他
の
将
と
と
も
に
昇
っ
て
座
る
。
定
家
や
他
の
将
と
と
も
に
弓

�を
同
じ

手
（
右
手
か
）
に
持
ち
、
御
輿
の
左
右
に
い
る
。
大
内
に
入
御
し
た
後
、
御
箱
（
御
前
か
）
内
侍
に
付
く

〔
明
月
記
〕

建
久
七
年
六
月
十
四
日

還
御
で
、
出
御
が
あ
る
と
親
能
と
と
も
に
内
侍
に
付
く
。
右
近
衛
少
将
成
家
・
右
近
衛
少
将
経
通
・
右
近
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衛
少
将
有
雅
と
と
も
に
本
陣
に
向
か
う
。
閑
院
に
入
御
が
あ
っ
た
が
、
な
ぜ
か
姿
が
見
え
な
か
っ
た
〔
明

月
記
〕

建
久
七
年
秋

花
筥
が
配
ら
れ
る
と
、
座
の
後
ろ
を
経
て
着
し
加
わ
る
。
法
用
が
終
わ
っ
た
後
、
座
の
前
よ
り
立
ち
、
さ

ら
に
北
進
し
て
、
公
卿
座
の
末
・
献
花
机
内
の
前
を
経
て
、
導
師
の
右
よ
り
す
す
み
よ
り
右
に
就
く
。
指

示
し
た
後
、
右
廻
り
で
帰
っ
て
く
る
〔
明
月
記
〕

建
久
七
年
十
月
二
十
五
日

石
清
水
行
幸
で
、
出
御
の
時
親
能
と
と
も
に
両
内
侍
に
付
く
〔
玉
葉
〕

建
久
七
年
十
一
月
二
十
二
日
賀
茂
臨
時
祭
で
臨
時
祭
使
を
つ
と
め
、
申
の
刻
に
や
っ
て
く
る
。
二
藍
の
上
下
に
鶏
冠
・
木
衣
を
着
し
た

雑
色
を
従
え
る
〔
三
長
記
〕

建
久
七
年
十
二
月
二
十
六
日
左
近
衛
中
将
西
園
寺
公
経
が
左
近
衛
権
中
将
平
松
親
能
・
右
近
衛
権
中
将
徳
大
寺
実
保
・
成
定
・
右
近
衛

中
将
（
権
中
将
か
）
坊
門
伊
輔
・
左
近
衛
中
将
（
権
中
将
か
）
河
原
公
国
・
右
近
衛
中
将
雅
行
を
超
越
し

て
蔵
人
頭
に
な
る
。
長
兼
曰
く
「
こ
の
う
ち
超
越
さ
れ
て
は
い
け
な
い
人
が
二
三
人
は
い
よ
う
か
。」〔
三

長
記
〕

建
久

（
一
一
九
七
）

八
年
二
月
二
日

近
衛
家
実
が
任
中
納
言
慶
賀
の
た
め
参
内
す
る
と
、
藤
原
盛
能
・
藤
原
定
国
・
源
清
信
・
源
有
道
と
と
も

に
扈
従
す
る
。
家
実
が
弓
場
殿
に
進
み
立
つ
と
、
事
の
由
を
奏
し
て
帰
っ
て
き
て
聞
こ
し
め
す
の
由
を
仰

す
〔
猪
熊
関
白
記
〕

建
久
八
年
五
月
十
七
日

近
衛
基
通
の
第
二
度
上
表
で
、
光
親
に
呼
ば
れ
表
筥
を
い
た
だ
き
、
使
と
し
て
参
内
す
る
〔
猪
熊
関
白
記
〕

建
久
八
年
七
月
五
日

基
通
の
第
三
度
上
表
で
使
と
な
る
〔
猪
熊
関
白
記
〕

建
久
九
年
一
月
二
日

近
衛
家
の
拝
礼
で
、
基
通
が
上
達
部
座
南
の
階
よ
り
下
り
る
と
、
沓
を
献
ず
る
〔
猪
熊
関
白
記
〕
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（
一
一
九
八
）

建
久
九
年
一
月
三
日

昨
日
、
宗
国
が
頸
と
袖
に
他
文
を
あ
し
ら
っ
た
袍
を
着
て
い
た
た
め
、
職
務
交
代
に
よ
り
近
衛
基
通
の
拝

礼
の
答
拝
で
御
沓
を
取
る
〔
明
月
記
〕

建
久
九
年
一
月
七
日

白
馬
節
会
で
、
内
裏
に
て
左
近
衛
少
将
定
家
が
陣
を
引
く
と
、
右
（
左
か
）
近
衛
中
将
成
定
・
右
近
衛

（
権
か
）
中
将
坊
門
伊
輔
・
左
近
衛
中
将
高
通
（
確
か
に
は
見
て
い
な
い
）
・
右
近
衛
（
権
か
）
少
将
堀

川
通
具
・
某
（
も
う
一
人
は
確
か
に
見
て
い
な
い
）
と
と
も
に
陣
を
引
く
。
外
弁
が
参
入
し
仗
を
立
て
る

と
、
成
定
・
通
具
と
と
も
に
残
り
列
立
す
る
。
謝
座
・
謝
酒
が
あ
る
と
、
定
家
と
と
も
に
と
ど
ま
る
。
成

定
（
？
）
・
伊
輔
・
通
具
と
と
も
に
尻
を
懸
け
る
〔
明
月
記
〕

建
久
九
年
一
月
八
日

近
衛
家
実
が
任
大
将
宣
旨
を
い
た
だ
く
と
、
宗
国
・
源
兼
定
と
と
も
に
共
を
し
て
参
内
す
る
。
家
実
が
着

陣
し
奥
の
座
に
着
く
と
、
家
実
の
指
示
で
参
入
し
た
こ
と
を
密
か
に
通
宗
に
伝
え
る
〔
猪
熊
関
白
記
〕

建
久
九
年
一
月
十
一
日

警
固
で
、
公
国
・
家
経
・
宗
国
・
教
成
・
雅
親
・
実
宣
・
成
定
・
伊
輔
・
成
家
・
保
家
・
高
通
・
公
信
・

経
通
と
と
も
に
陣
を
引
く
〔
明
月
記
〕

建
久
九
年
一
月
十
五
日

八
条
殿
の
昇
子
御
節
供
で
、
垂
纓
を
着
し
陪
膳
を
つ
と
め
る
〔
明
月
記
〕

建
久
九
年
一
月
十
九
日

左
近
衛
中
将
〔
公
卿
補
任
〕
定
家
曰
く
、
「
後
に
聞
く
と
、
年
預
に
就
任
す
る
た
め
左
近
衛
中
将
と
し
た

と
い
う
。」〔
明
月
記
〕
任
大
将
除
目
目
で
、
家
俊
・
宗
国
・
兼
定
・
有
通
と
と
も
に
共
を
し
て
参
内
す
る
。

家
実
が
弓
場
殿
に
進
み
立
つ
と
、
慶
賀
を
奏
し
、
帯
剣
し
て
帰
り
、
聞
こ
し
食
す
の
由
を
示
す
。
家
実
が

左
衛
門
陣
よ
り
出
る
と
、
宗
国
・
藤
原
実
宣
と
と
も
に
車
で
随
う
。
中
門
よ
り
入
り
少
将
宗
国
・
左
近
衛

少
将
源
雅
親
・
左
近
衛
少
将
実
宣
・
左
近
衛
少
将
藤
原
公
明
と
と
も
に
一
列
で
南
庭
に
列
立
す
る
。
再
拝
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の
後
、
家
実
が
南
廂
上
達
部
座
の
第
一
座
に
着
し
、
「
次
将
座
に
」
と
の
指
示
を
光
親
が
告
げ
る
と
、
中

門
廊
内
よ
り
昇
り
、
南
面
東
第
一
間
よ
り
入
り
座
の
後
ろ
を
経
て
着
座
す
る
。
勧
盃
で
、
居
汁
の
後
定
経

が
基
通
の
機
嫌
を
う
か
が
っ
た
後
、
次
将
・
公
卿
ら
と
と
も
に
箸
で
食
事
を
す
る
。
禄
と
し
て
纏
頭
・
綾

の
細
長
一
領
・
濃
袴
一
腰
を
い
た
だ
く
〔
猪
熊
関
白
記
〕
家
実
の
任
大
将
儀
で
、
家
俊
・
兼
定
・
清
信
・

有
通
と
と
も
に
扈
従
す
る
。
家
実
が
無
名
門
代
の
戸
の
前
に
進
み
立
つ
と
、
帯
剣
せ
ず
に
事
の
由
を
奏
し

て
、
帯
剣
し
て
笏
を
取
っ
て
帰
っ
て
き
て
聞
こ
し
め
す
と
伝
え
る
。
家
実
が
殿
上
人
座
に
著
す
と
、
宗
国
・

雅
親
・
実
宣
と
と
も
に
縫
腋
・
蒔
絵
剣
・
平
緒
を
著
し
て
中
門
付
近
よ
り
入
り
、
南
庭
に
一
列
に
な
る
。

勧
盃
で
、
隆
房
よ
り
盃
を
回
さ
れ
、
親
宗
に
盃
を
渡
す
〔
三
長
記
〕

建
久
九
年
一
月
二
十
日

家
実
の
慶
賀
に
、
家
俊
・
宗
国
・
兼
定
・
清
信
と
と
も
に
共
を
す
る
。
院
で
、
近
武
と
諸
大
夫
が
馬
を
引

い
て
き
て
家
実
が
綱
を
取
る
と
、
こ
れ
を
い
た
だ
き
退
出
す
る
〔
猪
熊
関
白
記
〕

建
久
九
年
一
月
二
十
一
日

一
昨
日
の
近
衛
家
実
の
任
大
将
儀
に
、
公
房
・
宗
国
・
雅
親
・
実
宣
・
公
明
・
実
宗
・
忠
良
・
経
房
・
親

宗
・
隆
房
・
通
資
・
公
継
・
兼
忠
・
定
経
・
家
俊
・
資
実
・
兼
定
と
と
も
に
出
席
す
る
〔
明
月
記
〕

建
久
九
年
一
月
二
十
八
日

左
近
衛
府
年
預
。
家
実
の
指
示
で
光
親
に
よ
り
近
武
・
久
景
が
派
遣
さ
れ
、
年
預
就
任
を
指
示
さ
れ
る
。

そ
の
後
家
実
に
呼
ば
れ
明
日
着
陣
す
る
こ
と
を
指
示
さ
れ
る
。
家
実
の
任
大
将
直
衣
始
で
、
家
俊
・
宗
国
・

清
信
・
有
道
と
と
も
に
共
を
す
る
〔
猪
熊
関
白
記
〕

建
久
九
年
一
月
二
十
九
日

家
実
の
任
大
将
初
着
陣
で
、
家
俊
・
有
道
と
と
も
に
共
を
す
る
。
家
実
が
左
仗
外
座
に
着
す
と
、
実
宣
と

と
も
に
宣
仁
門
代
よ
り
入
り
参
議
の
横
切
座
に
着
す
。
請
印
の
後
、
近
衛
二
人
が
案
を
担
い
で
宣
仁
門
代

よ
り
出
る
と
、
実
宣
と
と
も
に
座
を
起
ち
宣
仁
門
代
よ
り
出
る
〔
猪
熊
関
白
記
〕
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建
久
九
年
二
月
七
日

有
通
・
行
房
・
範
宗
と
と
も
に
、
歓
喜
光
院
修
二
月
会
に
出
席
す
る
よ
う
定
家
に
催
促
さ
れ
る
〔
明
月
記
〕

建
久
九
年
二
月
十
九
日

左
年
預
〔
明
月
記
〕

建
久
九
年
二
月
二
十
日

土
御
門
天
皇
の
大
内
渡
御
で
、
公
国
・
宗
経
・
教
成
・
雅
親
・
実
宣
・
公
明
・
公
清
と
と
も
に
、
後
か
ら

中
門
に
や
っ
て
く
る
〔
明
月
記
〕
御
輿
が
寄
せ
ら
れ
る
と
こ
れ
に
従
い
、
家
実
が
警
蹕
を
発
す
る
と
こ
れ

に
応
え
る
。
南
殿
東
西
階
を
昇
り
、
中
央
の
間
一
見
以
外
の
御
格
子
を
下
ろ
す
。
天
皇
が
下
御
す
る
と
参

上
し
て
格
子
を
下
ろ
し
、
範
子
内
親
王
が
輿
よ
り
下
り
る
と
格
子
を
あ
げ
る
［
左
右
次
将
・
次
将
］
〔
猪

熊
関
白
記
〕
御
反
閇
の
後
、
南
庭
に
列
立
す
る
。
駕
御
の
後
、
東
西
よ
り
昇
り
御
殿
格
子
を
下
ろ
す
。
範

子
内
親
王
が
乗
輿
し
た
後
、
天
皇
が
下
御
し
た
の
に
気
づ
か
ず
、
何
も
確
認
せ
ず
御
輿
を
担
ぐ
。
事
情
を

聞
い
た
後
再
び
御
輿
を
寄
せ
る
。
長
兼
曰
く
「
も
っ
と
も
う
ろ
た
え
る
こ
と
だ
。」。
輿
が
紫
宸
殿
に
寄
せ

ら
れ
る
と
、
南
殿
の
格
子
を
下
ろ
す
［
左
右
将
・
左
右
近
次
将
・
次
将
・
左
右
次
将
］〔
三
長
記
〕

建
久
九
年
二
月
二
十
六
日

後
鳥
羽
上
皇
が
最
勝
寺
に
御
幸
す
る
と
、
宗
国
・
清
信
・
資
家
・
親
房
・
時
賢
・
□
□
と
と
も
に
や
っ
て

き
て
蹴
鞠
を
す
る
。
昇
殿
を
解
禁
さ
れ
る
〔
明
月
記
〕

建
久
九
年
三
月
三
日

土
御
門
天
皇
の
即
位
式
で
、
南
殿
に
御
輿
が
寄
せ
ら
れ
る
と
、
右
（
左
か
）
近
衛
中
将
公
国
・
少
将
宗
国
・

左
近
衛
少
将
定
家
・
左
近
衛
少
将
公
清
・
左
近
衛
少
将
教
成
・
左
近
衛
少
将
雅
親
・
左
近
衛
少
将
実
宣
・

左
近
衛
少
将
公
明
・
右
近
衛
中
将
成
定
・
右
近
衛
（
権
か
）
中
将
伊
輔
・
右
近
衛
少
将
成
家
・
右
近
衛
少

将
保
家
・
左
近
衛
少
将
高
通
・
公
信
・
右
近
衛
（
権
か
）
少
将
通
具
・
右
近
衛
少
将
経
通
・
右
近
衛
少
将

有
雅
・
右
近
衛
少
将
資
家
と
と
も
に
挂
甲
を
著
し
従
う
。
休
幕
に
入
御
す
る
と
南
階
東
西
に
陣
す
る
〔
三

長
記
〕
南
面
の
東
西
階
下
に
陣
し
、
東
登
廊
南
面
石
階
よ
り
下
り
、
内
弁
幄
の
東
・
南
を
経
て
胡
床
に
著
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す
〔
建
久
九
年
御
即
位
記
〕

建
久
九
年
三
月
二
十
七
日

石
清
水
臨
時
祭
で
、
兼
定
と
と
も
に
勧
盃
の
一
献
を
つ
と
め
、
陪
従
に
盃
を
勧
め
る
〔
猪
熊
関
白
記
〕

建
久
九
年
四
月
二
十
一
日

後
鳥
羽
上
皇
が
二
条
東
洞
院
御
所
に
渡
御
す
る
と
、
平
実
景
・
中
原
守
正
・
清
原
助
成
・
清
原
助
直
・
秦

末
友
・
清
原
武
次
と
と
も
に
左
近
の
諸
衛
を
つ
と
め
る
〔
師
直
記
〕
宗
隆
・
成
定
・
長
経
・
家
経
・
宗
国
・

保
家
・
高
通
・
信
雅
・
教
成
・
兼
定
・
親
長
・
有
通
・
雅
経
・
範
時
・
時
資
と
と
も
に
殿
上
人
と
し
て
行

列
に
加
わ
る
〔
中
都
記
〕

建
久
九
年
五
月
三
日

左
近
府
の
騎
射
荒
手
番
で
、
馬
場
の
幄
に
着
し
て
家
実
の
車
の
西
で
車
を
降
り
、
宗
国
・
実
宣
と
と
も
に

次
将
座
に
座
る
。
狛
光
重
の
後
に
射
つ
［
権
中
将
雅
行
朝
臣
］〔
猪
熊
関
白
記
〕

建
久
九
年
五
月
五
日

左
近
衛
府
の
騎
射
眞
手
番
で
、
幄
屋
に
権
少
将
宗
国
・
左
近
衛
権
少
将
雅
親
・
左
近
衛
権
少
将
師
経
・
左

近
衛
権
少
将
実
宣
と
と
も
に
着
す
。
狛
光
重
の
後
に
射
つ
。
禄
と
し
て
白
褂
一
領
を
い
た
だ
く
〔
猪
熊
関

白
記
〕

建
久
九
年
十
一
月
二
十
一
日
大
内
の
殿
上
淵
酔
に
、
公
国
・
経
仲
・
隆
雅
・
仲
経
・
公
清
・
教
成
・
実
宣
・
経
通
・
清
長
・
伊
時
・
隆

仲
と
と
も
に
出
席
す
る
。
五
献
で
、
心
紐
を
解
く
つ
い
で
に
座
を
立
つ
〔
自
暦
記
〕

建
久
九
年
十
一
月
二
十
二
日

殿
上
淵
酔
に
、
公
国
・
隆
雅
・
中
御
門
少
将
（
教
成
か
実
宣
か
）
・
次
弁
・
公
清
・
兼
定
と
と
も
に
出
席

す
る
〔
自
暦
記
〕

正
治

（
一
一
九
九
）

元
年
一
月
十
六
日

踏
歌
節
会
を
欠
席
す
る
。
定
家
が
先
に
桙
を
取
っ
て
陣
列
さ
せ
る
。
定
家
曰
く
「
正
四
位
下
雅
行
・
正
四

位
下
家
経
・
左
近
衛
（
権
か
）
少
将
宗
国
・
正
四
位
下
公
清
・
正
四
位
下
教
成
は
、
今
は
上
位
の
五
人
で

あ
る
。
だ
が
、
胡
床
が
人
数
分
な
か
っ
た
た
め
第
五
座
に
着
す
る
。
下
位
者
が
全
員
こ
な
い
た
め
空
席
が
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あ
る
か
ら
だ
。」〔
明
月
記
〕

正
治
元
年
三
月
二
日

鳥
羽
院
御
月
忌
に
、
定
家
・
通
資
・
成
家
と
と
も
に
出
席
す
る
〔
明
月
記
〕

正
治
元
年
三
月
十
一
日

土
御
門
通
親
の
任
右
大
将
拝
賀
で
、
雅
親
・
土
御
門
通
具
・
兼
定
・
清
信
・
有
通
・
通
光
・
定
通
・
通
方
・

雅
清
・
守
通
・
助
信
・
通
資
・
源
兼
忠
と
と
も
に
参
加
す
る
〔
明
月
記
〕

正
治
元
年
三
月
十
四
日

石
清
水
臨
時
祭
で
、
家
俊
・
宗
国
・
実
宣
・
兼
定
・
清
信
・
有
道
と
と
も
に
車
で
家
実
に
扈
従
す
る
〔
猪

熊
関
白
記
〕

正
治
元
年
四
月
十
八
日

基
通
が
内
舎
人
・
随
身
を
辞
す
る
上
表
を
す
る
と
勅
答
使
を
つ
と
め
る
。
中
門
に
立
っ
て
光
親
と
会
い
、

家
実
が
中
門
廊
南
妻
よ
り
降
り
る
と
光
親
と
と
も
に
跪
く
。
笏
を
指
に
挟
み
函
を
取
り
、
左
廻
り
で
帰
っ

て
昇
り
便
宜
所
に
持
参
す
る
。
光
親
よ
り
の
家
実
の
指
示
で
倚
子
に
着
す
。
家
実
が
下
ろ
う
と
す
る
と
、

座
を
起
っ
て
便
宜
所
を
徘
徊
す
る
。
倚
子
を
徹
し
て
平
敷
座
が
敷
か
れ
る
と
、
光
親
か
ら
の
家
実
の
指
示

で
着
座
す
る
。
家
実
が
禄
の
大
褂
一
重
を
座
の
前
に
寄
せ
る
と
、
笏
を
抜
い
て
帰
り
禄
を
肩
に
か
け
て
座

を
起
ち
、
中
門
廊
南
妻
よ
り
降
り
て
前
庭
を
進
み
、
再
拝
し
て
退
出
す
る
〔
猪
熊
関
白
記
〕

正
治
元
年
五
月
六
日

左
近
府
の
騎
射
眞
手
に
、
宗
国
と
と
も
に
出
席
す
る
〔
猪
熊
関
白
記
〕

正
治
元
年
五
月
九
日

新
日
吉
小
五
月
会
で
、
競
馬
の
左
行
事
を
つ
と
め
る
。
上
皇
が
簾
下
よ
り
番
文
を
差
し
出
し
兼
雅
が
受
け

取
る
と
、
兼
雅
に
呼
ば
れ
こ
れ
を
受
け
取
る
。
成
定
と
と
も
に
庭
中
座
に
着
す
〔
猪
熊
関
白
記
〕

正
治
元
年
六
月
十
三
日

土
御
門
天
皇
の
大
内
行
幸
で
、
御
輿
が
寄
せ
ら
れ
る
と
左
近
衛
少
将
中
御
門
宗
経
・
左
近
衛
少
将
風
早
公

清
・
左
近
衛
少
将
唐
橋
雅
親
・
左
近
衛
少
将
大
炊
御
門
師
経
・
左
近
衛
少
将
坊
門
隆
清
と
と
も
に
列
立
す

る
。
出
御
の
時
、
二
三
人
で
静
か
に
西
方
よ
り
出
る
。
定
家
曰
く
「
騎
馬
と
は
不
当
で
あ
る
。」（
雅
行
之
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輩
）〔
明
月
記
〕

正
治
元
年
六
月
二
十
二
日

任
大
臣
儀
で
、
宗
国
・
実
宣
・
兼
定
・
清
信
と
と
も
に
殿
上
人
と
し
て
家
実
に
共
し
て
参
内
す
る
。
家
実

が
慶
賀
を
奏
す
と
、
無
名
門
代
下
に
や
っ
て
き
て
家
実
の
用
件
を
聞
き
事
の
由
を
申
す
。
帯
剣
し
て
笏
を

取
り
、
初
め
の
所
に
や
っ
て
き
て
聞
こ
し
食
す
と
示
し
て
帰
る
。
通
親
邸
の
大
饗
で
三
献
を
つ
と
め
る
。

家
実
の
そ
ば
に
禄
が
置
か
れ
る
と
、
家
実
に
呼
ば
れ
禄
を
取
る
〔
猪
熊
関
白
記
〕

正
治
元
年
六
月
二
十
五
日

家
実
が
鳥
羽
院
御
所
へ
慶
賀
に
行
く
と
、
家
俊
・
成
家
・
隆
雅
・
宗
国
・
高
通
・
実
宣
・
平
親
国
・
源
兼

定
・
清
長
・
源
清
信
・
長
兼
・
光
親
・
有
通
・
家
衡
・
季
清
・
高
階
基
邦
・
季
佐
・
平
信
広
・
平
親
輔
・

高
階
仲
基
・
藤
原
教
房
・
藤
原
為
成
・
藤
原
重
邦
・
高
階
泰
信
・
高
階
仲
国
・
源
定
清
・
橘
以
輔
・
藤
原

季
宗
・
高
階
泰
時
・
源
泰
宗
・
藤
原
佐
清
・
平
棟
基
・
藤
原
為
永
・
高
階
泰
範
・
吉
田
経
房
・
堀
河
光
雅
・

八
条
宗
隆
・
三
善
盛
元
・
豊
原
公
秀
・
下
毛
野
武
守
・
下
毛
野
久
武
ら
と
と
も
に
共
を
す
る
。
家
実
が
引

き
出
物
の
馬
の
綱
を
取
る
と
、
こ
れ
を
受
け
取
る
〔
猪
熊
関
白
記
〕

正
治
元
年
七
月
四
日

家
実
の
直
衣
始
参
院
・
参
内
で
、
家
俊
・
宗
国
・
高
通
と
と
も
に
殿
上
人
と
し
て
共
を
す
る
〔
猪
熊
関
白

記
〕

正
治
元
年
七
月
九
日

勧
学
院
衆
徒
が
慶
賀
に
や
っ
て
く
る
と
、
成
家
と
と
も
に
三
献
を
つ
と
め
る
〔
猪
熊
関
白
記
〕

正
治
元
年
七
月
十
三
日

家
実
の
任
大
臣
初
着
陣
で
、
経
房
・
光
雅
・
定
経
・
宗
隆
・
家
俊
・
宗
国
・
兼
定
・
清
信
と
と
も
に
共
を

す
る
。
家
実
が
上
達
部
の
座
の
南
階
よ
り
降
り
る
と
沓
を
取
る
〔
猪
熊
関
白
記
〕

正
治
元
年
八
月
十
五
日

石
清
水
放
生
会
に
、
通
親
・
宗
隆
・
弁
・
通
具
・
有
道
と
と
も
に
出
席
す
る
〔
猪
熊
関
白
記
〕

正
治
元
年
十
一
月
十
五
日

五
節
の
童
女
御
覧
で
、
高
通
・
宗
国
・
実
宣
と
と
も
に
簀
子
敷
に
居
て
、
高
通
と
と
も
に
前
童
の
童
女
扶
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持
人
を
つ
と
め
る
〔
猪
熊
関
白
記
〕

正
治
元
年
十
一
月
二
十
一
日
賀
茂
臨
時
祭
で
、
高
通
と
と
も
に
重
盃
を
勧
め
る
〔
猪
熊
関
白
記
〕

正
治
元
年
十
一
月
二
十
七
日
土
御
門
天
皇
の
二
条
第
行
幸
で
、
本
宮
に
還
御
後
、
鈴
奏
の
後
名
謁
を
問
う
〔
猪
熊
関
白
記
〕
秦
兼
隆
と

と
も
に
引
き
出
物
の
馬
を
受
け
取
る
。
公
卿
ら
が
禄
を
い
た
だ
く
と
、
家
実
の
禄
を
受
け
取
る
〔
三
長
記
〕

正
治
元
年
十
二
月
十
九
日

内
裏
御
佛
名
に
出
席
し
、
勧
盃
で
一
献
を
つ
と
め
る
〔
猪
熊
関
白
記
〕

正
治
元
年
十
二
月
二
十
四
日
吉
田
経
房
の
新
御
堂
供
養
に
、
定
家
・
隆
房
・
宗
頼
・
実
教
・
中
山
兼
宗
・
宗
隆
・
公
時
・
成
経
・
経
家
・

親
雅
・
基
宗
・
親
経
・
資
実
・
隆
信
・
顕
家
・
成
家
・
公
清
・
実
宣
・
親
実
・
範
光
・
長
房
・
清
長
・
長

兼
・
光
親
・
資
経
・
行
房
・
顕
俊
・
兼
隆
・
知
長
・
朝
基
と
と
も
に
出
席
す
る
〔
明
月
記
〕

正
治

（
一
二
〇
〇
）

二
年
一
月
一
日

近
衛
基
通
邸
の
拝
礼
で
、
家
実
が
中
門
廊
内
よ
り
中
門
下
に
進
み
立
つ
と
、
沓
を
持
参
す
る
。
宗
国
・
実

宣
と
と
も
に
元
日
の
節
会
に
従
う
〔
猪
熊
関
白
記
〕
元
日
の
節
会
に
共
す
る
。
土
御
門
天
皇
が
た
ま
た
ま

南
殿
に
出
御
す
る
と
、
左
近
衛
中
将
宗
国
・
左
近
衛
少
将
定
家
・
右
近
衛
中
将
成
定
・
右
近
衛
（
権
か
）

中
将
成
家
・
左
近
衛
権
中
将
高
通
・
右
近
衛
少
将
兼
季
・
公
信
・
雅
平
・
右
近
衛
少
将
資
家
と
と
も
に
陣

を
引
く
。
下
襲
の
裾
を
お
ろ
さ
な
か
っ
た
。
警
蹕
の
後
、
胡
床
に
座
り
内
弁
が
軒
廊
を
進
む
と
、
他
将
と

と
も
に
階
下
に
寄
り
退
入
す
る
。
謝
座
の
後
盞
が
酒
正
に
返
さ
れ
る
と
、
笏
を
取
っ
て
揖
し
て
、
立
っ
て

揖
し
た
後
昇
っ
て
着
座
す
る
〔
明
月
記
〕

正
治
二
年
一
月
七
日

内
裏
の
加
叙
で
、
下
名
が
二
省
に
下
さ
れ
た
後
、
定
家
の
合
図
で
陣
を
引
く
。
宗
国
・
左
近
衛
少
将
教
成

と
と
も
に
胡
床
を
置
か
な
か
っ
た
。
夜
に
定
家
が
、
加
叙
で
の
装
束
に
つ
い
て
、
源
氏
一
門
の
故
実
が
あ

る
の
か
と
聞
か
れ
る
と
、「
一
門
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
一
般
常
識
だ
ろ
う
。」
と
答
え
る
。
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こ
れ
を
聞
い
た
実
宣
に
大
笑
い
さ
れ
、「
話
に
な
ら
な
い
。」
と
言
わ
れ
る
〔
明
月
記
〕

正
治
二
年
一
月
十
六
日

昇
子
内
親
王
が
八
条
院
よ
り
院
に
還
御
す
る
と
、
闕
腋
を
著
し
て
八
条
院
へ
行
く
。
定
家
は
そ
の
後
見
て

い
な
い
〔
明
月
記
〕

正
治
二
年
二
月
三
日

春
日
祭
の
行
列
に
、
束
帯
・
打
□
を
著
し
参
加
す
る
。
随
身
は
古
い
袴
を
著
す
。
定
家
曰
く
「
邪
道
な
□

物
か
。」〔
明
月
記
〕

正
治
二
年
二
月
四
日

春
日
祭
で
、
家
実
が
黒
木
屋
北
面
に
到
着
す
る
と
、
沓
を
持
参
す
る
〔
猪
熊
関
白
記
〕

正
治
二
年
閏
二
月
二
十
四
日
五
条
尼
上
の
五
七
日
仏
事
に
、
束
帯
を
著
し
て
出
席
す
る
〔
明
月
記
〕

正
治
二
年
三
月
三
日

基
通
の
平
等
院
一
切
経
会
で
、
雨
が
上
が
っ
た
後
宗
国
と
と
も
に
呼
ば
れ
左
の
楽
行
事
を
つ
と
め
る
。
宗

国
と
と
も
に
布
衣
を
着
て
い
た
〔
猪
熊
関
白
記
〕

正
治
二
年
三
月
二
十
一
日

八
条
院
御
影
供
に
、
雅
隆
・
成
家
・
知
長
・
隆
範
・
隆
兼
と
と
も
に
出
席
す
る
〔
明
月
記
〕

正
治
二
年
三
月
二
十
七
日

石
清
水
臨
時
祭
で
、
宗
国
と
と
も
に
重
盃
を
勧
め
る
〔
猪
熊
関
白
記
〕

正
治
二
年
三
月
二
十
九
日

資
宗
（
家
か
）
が
定
家
に
、
「
臨
時
祭
の
初
献
は
仲
経
、
二
献
は
右
府
家
実
、
三
献
は
土
御
門
通
具
、
重

坏
は
雅
行
と
宗
国
で
し
た
。
社
頭
の
舞
人
は
遅
く
、
明
る
く
な
っ
て
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
」
と
伝
え
る

〔
明
月
記
〕

正
治
二
年
五
月
三
日

左
近
衛
府
の
騎
射
荒
手
番
に
、
実
宣
・
清
信
ら
と
と
も
に
出
席
す
る
〔
猪
熊
関
白
記
〕

正
治
二
年
五
月
五
日

左
近
衛
府
の
眞
手
番
に
出
席
す
る
？
［
次
将
二
人
］〔
猪
熊
関
白
記
〕

正
治
二
年
五
月
二
十
六
日

粛
子
内
親
王
御
禊
で
、
公
国
・
高
通
・
家
衡
・
右
兵
衛
佐
家
隆
（
永
隆
か
）
ら
と
と
も
に
前
駆
を
つ
と
め

る
〔
猪
熊
関
白
記
〕
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正
治
二
年
六
月
十
四
日

土
御
門
天
皇
が
中
院
第
に
渡
御
す
る
と
、
通
親
が
進
め
た
馬
を
清
信
・
通
親
の
随
身
・
官
人
・
番
長
と
と

も
に
引
く
。
本
宮
に
還
御
す
る
と
名
謁
を
問
う
〔
猪
熊
関
白
記
〕

正
治
二
年
十
月
十
七
日

殷
富
門
院
の
御
堂
供
養
で
、
法
眼
（
法
服
か
）
の
被
物
を
取
る
〔
明
月
記
〕

正
治
二
年
十
月
二
十
日

土
御
門
天
皇
が
二
条
第
に
方
違
行
幸
す
る
と
、
通
具
と
と
も
に
璽
剣
に
付
く
〔
猪
熊
関
白
記
〕

正
治
二
年
十
一
月
十
四
日

五
節
で
、
通
具
・
家
俊
・
顕
兼
・
定
家
・
有
通
と
と
も
に
五
節
所
へ
向
か
う
〔
明
月
記
〕

正
治
二
年
十
一
月
十
五
日

童
御
覧
で
、
一
番
最
初
に
内
裏
に
居
る
。
通
具
・
資
実
・
家
俊
・
高
通
・
雅
親
・
定
家
・
経
通
・
清
長
・

長
兼
・
伊
時
・
資
家
と
と
も
に
出
席
す
る
〔
明
月
記
〕

正
治
二
年
十
一
月
十
六
日

豊
明
節
会
で
、
舞
の
時
に
定
家
・
高
通
と
と
も
に
剣
を
解
か
な
か
っ
た
〔
明
月
記
〕

正
治
二
年
十
一
月
二
十
三
日
安
楽
寿
院
御
仏
事
に
出
席
し
、
光
盛
・
長
経
・
雅
親
・
定
家
・
親
国
と
と
も
に
布
施
を
取
る
〔
明
月
記
〕

正
治
二
年
十
二
月
十
九
日

内
裏
の
御
佛
名
に
出
席
し
、
年
中
行
事
障
子
付
近
の
出
居
に
宗
国
・
定
家
・
実
宣
・
雅
平
と
と
も
に
居
る
。

実
宣
と
と
も
に
小
庭
を
経
な
か
っ
た
。
実
教
が
着
座
す
る
と
名
謁
を
す
る
。
六
条
公
継
が
幔
の
下
に
ひ
ざ

ま
ず
い
て
、
し
き
り
に
出
居
の
方
を
見
て
い
た
た
め
名
謁
を
す
る
が
、
他
の
人
々
よ
り
不
審
が
ら
れ
る
。

定
家
曰
く
「
人
ご
と
に
さ
ら
に
名
謁
は
し
な
く
て
い
い
。
思
慮
が
足
り
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
た
だ
し
、
出

居
を
見
て
い
た
と
し
て
も
、
名
謁
を
し
な
く
て
よ
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。」。
公
卿
が
殿
上
に
着
す
る
と
、

小
板
敷
に
列
座
し
一
献
を
つ
と
め
る
。
実
教
が
奥
に
い
た
の
で
、
台
盤
の
上
よ
り
奥
に
着
し
て
勧
め
る
。

そ
の
後
出
居
座
に
還
る
。
定
家
曰
く
「
雅
行
は
年
預
で
行
事
の
た
め
座
に
還
っ
た
。
他
将
は
早
く
還
る
べ

き
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。」。
一
献
巡
行
の
後
、
人
員
不
足
に
よ
り
資
実
・
通
具
と
と
も
に
行
香
に
加
わ
る
。

定
家
が
三
献
の
盃
を
宗
国
に
譲
る
と
、
宗
国
は
雅
行
に
渡
し
、
雅
行
は
定
家
に
盃
を
授
け
る
。
定
家
は
実
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宣
に
譲
ろ
う
と
す
る
が
遠
く
に
い
た
た
め
気
づ
か
ず
渡
せ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
再
び
雅
行
に
渡
し
て
も

ら
い
よ
う
や
く
実
宣
に
渡
す
〔
明
月
記
〕

正
治
二
年
十
二
月
二
十
一
日
上
皇
が
宜
秋
門
院
邸
よ
り
還
御
す
る
と
、
土
御
門
通
親
・
通
資
・
実
教
・
公
継
・
公
経
・
土
御
門
通
具
・

成
家
・
宗
国
と
と
も
に
御
所
へ
行
く
〔
明
月
記
〕

正
治
二
年
十
二
月
二
十
四
日

弓
場
始
で
、
天
皇
が
出
御
す
る
と
や
っ
て
き
て
、
軾
に
着
き
「
召
す
。
」
と
い
っ
て
諸
卿
を
呼
ぶ
。
諸
卿

が
笏
を
正
す
と
こ
れ
に
目
配
せ
を
し
て
退
帰
す
る
。
通
具
が
家
実
の
前
に
付
く
と
、
能
射
人
と
し
て
実
教
・

季
能
と
と
も
に
指
名
さ
れ
、
家
実
か
ら
こ
れ
を
告
げ
ら
れ
る
。
指
名
さ
れ
る
と
知
っ
て
い
た
の
で
、
ほ
ん

の
少
し
座
す
。
実
教
と
と
も
に
座
り
な
が
ら
装
備
す
る
。
従
二
位
皇
后
宮
権
大
夫
（
権
中
納
言
）
実
教
・

正
三
位
大
皇
太
后
宮
大
夫
季
能
に
続
き
射
つ
。
季
能
・
隆
衡
・
経
通
・
家
衡
と
と
も
に
後
方
の
射
手
を
勤

め
る
〔
猪
熊
関
白
記
〕

正
治
二
年
十
二
月
二
十
五
日
大
仁
王
会
で
、
成
家
・
高
通
と
と
も
に
出
居
に
居
る
。
予
・
実
教
・
宗
頼
・
公
房
・
親
雅
・
高
通
・
成
家
・

兼
定
と
と
も
に
行
香
に
加
わ
る
〔
歴
代
残
闕
日
記
〕

建
仁

（
一
二
〇
一
）

元
年
一
月
二
十
三
日

朝
覲
行
幸
で
、
宗
国
・
左
近
衛
少
将
雅
親
・
左
近
衛
中
将
公
経
・
左
近
衛
少
将
定
家
・
左
近
衛
中
将
坊
門

隆
清
・
左
近
衛
少
将
実
宣
・
左
近
衛
少
将
閑
院
公
雅
・
右
近
衛
中
将
御
子
左
成
家
・
俊
家
・
右
（
左
か
）

近
衛
権
中
将
高
通
・
右
近
衛
中
将
師
経
・
右
近
衛
少
将
兼
季
・
右
近
衛
少
将
坊
門
経
通
・
右
近
衛
少
将
有

通
・
右
近
衛
少
将
平
松
資
家
と
と
も
に
列
立
す
る
。
高
倉
面
よ
り
入
御
し
、
左
近
衛
大
将
家
実
と
右
近
衛

大
将
通
親
が
立
ち
替
わ
る
と
、
次
将
と
と
も
に
立
ち
替
わ
る
。
還
御
の
後
、
陣
を
引
く
よ
う
指
示
が
あ
る

と
、
再
び
陣
を
引
く
よ
う
号
令
す
る
。
宗
国
ら
が
後
か
ら
や
っ
て
き
て
列
立
す
る
が
、
雅
行
は
来
な
か
っ
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た
〔
明
月
記
〕

建
仁
元
年
一
月
二
十
九
日

備
後
介
兼
務
〔
公
卿
補
任
〕

建
仁
元
年
二
月
二
日

春
日
祭
陪
従
装
束
八
具
を
、
家
実
か
ら
以
輔
に
よ
り
贈
ら
れ
る
。
家
実
曰
く
「
こ
の
人
は
大
将
祭
の
時
、

恒
例
の
所
役
で
あ
る
と
の
こ
と
。
先
日
雅
行
が
や
っ
て
き
て
申
請
し
た
。」。
基
通
よ
り
、
舞
人
の
半
臂
・

下
襲
が
遣
わ
さ
れ
る
〔
猪
熊
関
白
記
〕

建
仁
元
年
二
月
三
日

春
日
祭
近
衛
使
と
な
る
が
〔
春
日
祭
歴
名
部
類
〕、
觸
穢
に
よ
り
欠
席
す
る
〔
東
進
記
〕

建
仁
元
年
三
月
三
日

基
通
の
平
等
院
一
切
経
会
で
、
宗
国
と
と
も
に
楽
行
事
を
つ
と
め
る
。
小
河
廊
壺
に
て
、
水
干
を
着
て
胡

飲
酒
を
舞
う
〔
猪
熊
関
白
記
〕

建
仁
元
年
三
月
二
十
一
日

昨
日
の
石
清
水
臨
時
祭
で
、
宗
（
実
か
）
宣
と
と
も
に
重
坏
を
つ
と
め
る
〔
明
月
記
〕
〔
建
仁
元
年
熊
野

山
御
幸
記
〕

建
仁
元
年
八
月
二
十
八
日

北
小
路
道
経
が
任
権
大
納
言
の
慶
賀
の
た
め
内
裏
に
く
る
と
、
申
次
を
つ
と
め
る
〔
三
長
記
〕

建
仁
元
年
十
一
月
二
十
日

童
女
御
覧
で
、
高
通
と
と
も
に
道
経
の
童
女
に
付
く
〔
猪
熊
関
白
記
〕

建
仁
元
年
十
一
月
二
十
一
日
五
節
で
、
高
通
と
と
も
に
道
経
の
童
に
付
く
。
定
家
曰
く
「
こ
れ
に
よ
り
、
寅
の
日
に
は
出
仕
し
な
い
と

い
う
。」。
豊
明
節
会
で
内
裏
南
殿
に
出
御
が
あ
る
と
内
侍
に
付
く
〔
明
月
記
〕

建
仁
元
年
十
一
月
二
十
六
日
賀
茂
臨
時
祭
で
、
殿
（
家
実
か
）
の
共
を
す
る
。
長
兼
が
所
労
に
よ
り
欠
席
す
る
と
、
近
衛
基
通
の
指
示

で
、
高
通
と
と
も
に
重
坏
を
つ
と
め
る
〔
明
月
記
〕

建
仁

（
一
二
〇
二
）

二
年
一
月
六
日

上
皇
の
七
条
院
三
条
烏
丸
第
御
幸
で
、
近
衛
家
実
の
共
を
し
、
車
宿
の
前
に
騎
馬
せ
ず
列
立
す
る
〔
明
月

記
〕
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建
仁
二
年
一
月
十
二
日

法
勝
寺
へ
の
修
正
御
幸
で
、
通
親
・
忠
経
・
通
経
・
実
教
・
公
継
・
公
房
・
坊
門
信
清
・
定
輔
・
公
経
・

資
実
・
隆
保
・
範
光
・
通
光
・
仲
経
・
顕
家
・
大
宮
実
宗
・
成
家
・
長
経
・
高
通
・
公
清
・
教
成
・
定
家
・

定
通
・
公
信
・
実
宣
・
経
通
・
有
雅
と
と
も
に
参
加
す
る
〔
明
月
記
〕

建
仁
二
年
一
月
十
八
日

蓮
華
王
院
の
仏
事
に
、
隆
衡
・
成
家
・
長
経
・
定
家
と
と
も
に
出
席
す
る
〔
明
月
記
〕

建
仁
二
年
一
月
二
十
七
日

尊
勝
陀
羅
尼
供
養
で
、
成
家
・
宗
国
・
定
家
と
と
も
に
経
を
運
ぶ
。
雅
行
は
下
襲
の
裾
を
懸
け
、
他
の
六

（
三
か
）
人
は
裾
を
引
い
て
い
た
。
承
明
門
院
の
御
行
始
で
、
二
条
殿
院
御
所
に
家
保
（
家
俊
か
）
・
六

位
蔵
人
と
と
も
に
北
の
列
に
い
る
〔
明
月
記
〕

建
仁
二
年
三
月
七
日

八
幡
・
賀
茂
御
幸
定
で
二
条
殿
院
御
所
へ
行
き
、
競
馬
左
頭
と
な
る
。
公
卿
座
の
末
の
奥
に
着
す
〔
猪
熊

関
白
記
〕

建
仁
二
年
三
月
十
日

定
家
に
、
二
十
四
日
に
城
南
寺
馬
場
に
て
内
の
競
馬
が
あ
る
こ
と
、
二
十
六
日
の
八
幡
と
二
十
八
日
の
賀

茂
の
纏
頭
を
用
意
す
る
よ
う
、
と
の
奉
書
を
送
る
［
雅
行
中
将
（
雅
親
か
）］〔
明
月
記
〕

建
仁
二
年
三
月
二
十
四
日

鳥
羽
城
南
寺
競
馬
に
参
加
し
、
高
通
と
と
も
に
基
通
に
呼
ば
れ
、
乗
尻
交
名
を
も
ら
う
。
基
通
が
御
前
座

に
座
る
と
、
束
帯
を
着
し
て
御
前
座
に
座
る
〔
猪
熊
関
白
記
〕

建
仁
二
年
三
月
二
十
六
日

石
清
水
御
幸
で
、
高
通
・
教
成
・
定
家
・
実
宣
・
雅
平
と
と
も
に
唐
尾
を
結
び
殿
上
人
と
し
て
参
加
す
る
。

舞
楽
が
行
わ
れ
る
と
、
馬
場
御
所
の
乾
方
の
桜
付
近
に
、
長
房
の
禄
と
と
も
に
禄
が
置
か
れ
る
。
競
馬
奏

で
、
高
通
と
と
も
に
乾
方
の
桜
の
木
陰
に
待
機
す
る
。
西
楽
屋
東
簾
下
が
念
人
座
と
さ
れ
る
と
、
高
通
と

と
も
に
三
人
を
引
き
連
れ
座
の
北
付
近
に
立
つ
。
競
馬
で
中
臣
近
武
が
鼓
勝
負
で
勝
ち
、
御
前
に
駈
け
参

る
と
行
事
に
立
つ
。
宗
国
・
定
家
と
と
も
に
禄
と
し
て
単
衣
の
袙
を
い
た
だ
き
、
座
に
戻
る
〔
明
月
記
〕
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建
仁
二
年
三
月
二
十
八
日

賀
茂
御
幸
に
参
加
し
、
競
馬
で
敦
助
が
皷
勝
負
で
勝
ち
御
前
に
参
る
と
、
家
国
（
宗
国
か
）
・
定
家
と
と

も
に
禄
と
し
て
袙
を
い
た
だ
く
〔
明
月
記
〕

建
仁
二
年
四
月
三
日

御
方
違
行
幸
で
、
た
ま
た
ま
出
御
が
あ
る
と
、
中
門
に
向
か
う
（
左
将
等
）
。
雨
が
激
し
い
た
め
定
家
・

実
宣
と
と
も
に
、
御
輿
長
に
雨
皮
を
指
示
す
る
。
雨
皮
・
綱
が
整
っ
た
後
、
成
家
と
と
も
に
御
座
を
見
る
。

鈴
奏
の
後
、
笠
を
取
っ
て
進
み
（
次
将
）
、
簷
の
内
で
笠
を
捨
て
、
階
の
前
に
立
っ
て
座
ら
な
か
っ
た

〔
明
月
記
〕

建
仁
二
年
四
月
二
十
日

院
に
て
、
公
清
と
と
も
に
日
吉
の
競
馬
を
引
く
評
議
を
す
る
〔
明
月
記
〕

建
仁
二
年
五
月
五
日

府
の
眞
手
番
で
、
実
宣
・
清
信
ら
と
と
も
に
参
加
す
る
。
本
府
年
預
［
権
中
将
雅
行
朝
臣
］
〔
猪
熊
関
白

記
〕

建
仁
二
年
六
月
二
十
五
日

季
御
読
経
結
願
で
、
明
禅
導
師
が
敬
白
す
る
と
、
剣
を
着
け
な
が
ら
出
居
座
を
起
ち
、
公
卿
座
の
末
と
前

を
経
て
、
導
師
座
の
後
の
長
押
の
上
に
就
く
。
度
者
を
指
示
さ
れ
た
後
出
居
座
に
戻
る
。
家
実
・
実
教
・

親
経
・
資
実
・
他
の
出
居
の
次
将
二
人
・
光
親
と
と
も
に
行
香
す
る
〔
猪
熊
関
白
記
〕

建
仁
二
年
八
月
十
六
日

駒
牽
に
、
兼
忠
・
公
定
・
親
国
・
清
長
・
光
親
・
成
家
・
高
通
・
公
雅
・
雅
親
・
兼
定
・
定
家
と
と
も
に

参
加
す
る
〔
明
月
記
〕
馬
一
疋
を
近
衛
家
に
持
参
し
禄
を
い
た
だ
く
〔
猪
熊
関
白
記
〕

建
仁

（
一
二
〇
三
）

三
年
一
月
一
日

院
拝
礼
に
出
席
し
、
上
衆
と
し
て
、
成
家
・
高
通
・
教
成
・
有
家
・
定
家
・
隆
清
・
経
通
と
と
も
に
列
立

す
る
。
出
御
の
後
警
蹕
す
る
が
音
は
聞
こ
え
な
か
っ
た
〔
明
月
記
〕

建
仁
三
年
一
月
四
日

上
皇
の
御
幸
始
で
、
成
家
と
と
も
に
車
宿
り
の
北
に
列
立
す
る
〔
明
月
記
〕

建
仁
三
年
一
月
七
日

白
馬
節
会
に
出
席
し
、
下
名
の
後
定
家
と
と
も
に
前
後
内
侍
に
付
く
。
定
家
が
桙
を
取
っ
て
陣
を
引
く
と
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実
宣
・
伊
時
と
と
も
に
や
っ
て
く
る
〔
明
月
記
〕

建
仁
三
年
二
月
二
日

家
実
が
内
裏
へ
や
っ
て
く
る
と
、
宗
国
と
と
も
に
共
を
し
、
女
房
に
来
た
こ
と
を
報
告
す
る
〔
明
月
記
〕

建
仁
三
年
二
月
四
日

成
家
・
高
通
・
家
衡
と
と
も
に
院
の
指
示
に
よ
り
、
陪
膳
を
つ
と
め
る
〔
明
月
記
〕

建
仁
三
年
二
月
二
十
二
日

院
尊
勝
陀
羅
尼
供
養
に
、
泰
通
・
源
通
資
・
忠
経
・
坊
門
信
清
・
良
輔
・
宗
隆
・
公
国
・
雅
隆
・
隆
衡
・

雅
親
・
公
定
・
成
家
・
高
通
・
実
宣
・
経
通
・
雅
平
・
定
家
と
と
も
に
出
席
す
る
。
他
の
殿
上
人
と
も
に
、

裾
を
曳
い
て
経
を
運
ぶ
。
公
卿
の
後
僧
綱
の
裹
物
を
取
る
〔
明
月
記
〕

建
仁
三
年
五
月
六
日

府
の
騎
射
眞
手
番
で
、
経
通
・
清
信
と
と
も
に
出
席
す
る
よ
う
何
度
も
家
実
に
呼
ば
れ
る
が
、
所
労
と
い
っ

て
欠
席
す
る
〔
猪
熊
関
白
記
〕

建
仁
三
年
五
月
十
五
日

内
裏
最
勝
講
始
で
、
高
通
・
定
家
・
経
通
・
資
家
・
守
通
と
と
も
に
出
席
す
る
。
行
香
が
始
ま
る
と
、
高

通
・
定
家
・
経
通
と
と
も
に
立
つ
〔
明
月
記
〕

建
仁
三
年
五
月
十
八
日

最
勝
講
の
後
、
高
通
と
と
も
に
家
実
に
共
を
し
て
六
条
殿
へ
行
く
〔
明
月
記
〕

建
仁
三
年
五
月
二
十
七
日

法
勝
寺
八
万
四
千
基
塔
供
養
で
、
高
通
と
と
も
に
楽
行
事
を
つ
と
め
る
［
左
右
年
預
］〔
明
月
記
〕

建
仁
三
年
九
月
二
十
四
日

仁
王
経
結
願
に
、
隆
忠
・
泰
通
・
源
通
資
・
西
園
寺
公
経
・
家
経
・
範
光
・
雅
親
・
公
定
・
隆
雅
・
高
通
・

定
家
と
と
も
に
出
席
す
る
。
諸
衛
の
佐
が
支
障
が
あ
る
と
し
て
欠
席
す
る
と
、
前
日
に
隆
仲
・
雅
経
と
と

も
に
御
馬
を
引
く
よ
う
言
わ
れ
る
が
、
支
障
が
あ
る
と
し
て
拒
否
す
る
。
御
馬
を
東
に
置
く
こ
と
に
な
る

と
、
源
雅
親
が
障
子
上
の
東
の
扉
を
片
づ
け
る
が
、
荒
っ
ぽ
く
や
っ
た
た
め
雅
行
と
高
通
の
袖
に
当
た
る

〔
明
月
記
〕

建
仁
三
年
九
月
二
十
九
日

承
明
門
院
の
源
通
親
法
事
に
、
定
輔
・
範
光
・
雅
隆
・
隆
衡
・
親
兼
・
高
通
・
定
家
・
清
信
・
親
国
と
と
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も
に
出
席
す
る
〔
明
月
記
〕

建
仁
三
年
十
一
月
十
八
日

院
十
二
社
奉
幣
で
、
御
幣
の
案
の
前
の
円
座
に
定
家
・
公
雅
・
清
信
・
保
季
・
長
俊
・
親
輔
・
盛
経
・
経

高
・
知
家
・
時
資
・
信
定
と
と
も
に
座
る
。
源
通
資
が
東
の
対
南
面
一
間
か
ら
使
を
呼
ぶ
と
、
最
初
に
や
っ

て
き
て
御
幣
を
い
た
だ
き
出
る
〔
明
月
記
〕

建
仁
三
年
十
二
月
二
十
二
日
上
皇
の
北
野
御
幸
で
、
乙
殿
屋
に
入
御
が
あ
り
、
公
卿
ら
が
御
前
に
着
し
家
実
が
左
右
の
奏
を
執
る
と
、

高
通
と
と
も
に
こ
れ
を
取
り
継
ぐ
〔
明
月
記
〕

元
久

（
一
二
〇
四
）

元
年
一
月
五
日

上
皇
の
御
幸
始
で
、
八
条
院
に
て
細
大
刀
を
帯
し
、
蘇
芳
袴
の
随
身
を
つ
れ
、
高
通
・
定
家
・
経
通
・
有

雅
・
資
家
・
時
通
・
親
長
・
範
茂
と
と
も
に
列
立
す
る
〔
明
月
記
〕

元
久
元
年
一
月
九
日

雅
成
親
王
の
御
著
袴
御
幸
に
出
席
し
、
高
通
・
経
通
と
と
も
に
や
っ
て
き
て
待
機
す
る
。
著
袴
の
後
、
劔
・

笏
を
片
づ
け
て
、
高
通
・
定
家
・
経
通
・
公
氏
・
長
兼
・
伊
時
・
資
家
と
と
も
に
東
の
小
壺
に
て
蒔
絵
御

台
・
銀
器
を
取
る
。
殿
上
の
障
子
上
の
北
庇
・
障
子
の
上
を
経
て
妻
戸
を
出
て
、
透
渡
殿
の
階
の
東
の
間

を
経
て
御
前
物
を
供
す
る
。
上
位
者
二
人
（
雅
行
と
高
通
か
）
が
担
い
で
返
す
（
鼻
返
か
）〔
明
月
記
〕

元
久
元
年
一
月
十
二
日

法
勝
寺
修
正
御
幸
で
、
松
明
を
取
ら
ず
に
笏
を
取
り
、
歩
み
入
り
列
立
す
る
。
定
家
曰
く
「
経
験
を
積
ん

だ
老
人
だ
か
ら
か
。
異
様
で
あ
る
。」〔
明
月
記
〕

元
久
元
年
三
月
二
十
八
日

宜
秋
門
院
仁
王
会
に
、
清
信
・
守
通
・
宗
経
・
高
通
・
経
通
・
公
氏
・
国
通
・
定
家
と
と
も
に
出
席
す
る

〔
明
月
記
〕

元
久
元
年
五
月
九
日

新
日
吉
会
に
、
隆
房
・
通
資
・
良
経
・
中
納
言
殿
（
良
輔
か
）
・
有
家
・
信
定
・
清
長
・
高
通
ら
と
と
も

に
出
席
す
る
。
高
通
と
と
も
に
乗
尻
交
名
を
い
た
だ
く
と
き
帯
剣
せ
ず
、
流
鏑
馬
の
後
騎
手
が
や
っ
て
く
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る
と
き
に
剣
を
つ
け
て
座
る
〔
明
月
記
〕

元
久
元
年
五
月
二
十
七
日

季
御
読
経
結
願
で
、
公
卿
が
殿
上
に
着
座
し
た
後
や
っ
て
き
た
の
で
、
経
通
・
公
雅
・
公
棟
が
第
二
座
に

着
す
。
堂
童
子
が
進
出
す
る
と
、
年
中
行
事
の
西
を
経
て
、
出
居
の
後
に
着
す
。
堂
童
子
が
花

�を
配
る

と
、
座
を
起
ち
公
卿
の
座
の
前
を
経
て
、
立
ち
な
が
ら
長
押
に
昇
り
跪
き
、
尊
師
の
右
に
就
く
。
度
者
を

指
示
し
た
後
、
右
廻
り
で
帰
り
着
座
す
る
。
行
香
が
行
わ
れ
る
と
、
経
通
・
三
人
（
公
雅
・
公
棟
・
定
家

か
）
の
後
に
出
居
を
起
つ
〔
明
月
記
〕

元
久
元
年
六
月
二
日

寛
成
親
王
の
五
十
日
儀
に
頼
実
・
家
実
・
泰
通
・
隆
房
・
通
資
・
公
房
・
道
経
・
通
光
・
定
輔
・
親
能
・

親
経
・
雅
親
・
良
平
・
隆
雅
・
公
頼
・
顕
兼
・
宗
経
・
高
通
・
定
家
・
実
宣
・
経
通
・
公
氏
・
長
兼
・
伊

時
・
国
通
・
清
信
・
親
輔
・
頼
房
・
長
季
・
信
定
・
隆
仲
・
兼
隆
・
仲
房
・
資
経
・
棟
基
・
宣
家
・
基
定
・

経
高
・
光
親
・
宗
行
と
と
も
に
出
席
す
る
。
宗
経
・
高
通
・
定
家
・
実
宣
・
経
通
・
公
氏
（
出
世
の
見
込

み
の
な
い
四
位
の
殿
上
人
）
と
と
も
に
、
劔
・
笏
を
持
た
ず
御
台
を
取
っ
て
や
っ
て
く
る
と
、
陪
膳
に
、

「
女
房
が
ま
だ
座
ら
な
い
が
ど
う
し
た
ら
い
い
。」
と
言
わ
れ
る
。
し
ば
ら
く
し
て
女
房
が
西
面
を
経
て
座

る
と
、
御
台
を
供
し
て
帰
る
。
定
家
曰
く
「
正
四
位
下
左
中
将
雅
行
・
左
近
衛
中
将
宗
経
・
正
四
位
下
左

近
衛
権
中
将
高
通
・
正
四
位
下
左
近
衛
中
将
た
る
私
・
正
四
位
下
左
近
衛
権
中
将
実
宣
・
正
四
位
下
左
近

衛
中
将
経
通
・
従
四
位
上
右
近
衛
中
将
公
氏
と
、
こ
こ
に
い
る
身
分
年
齢
様
々
な
中
将
は
こ
れ
で
全
員
か
。

全
員
正
四
位
下
皇
后
宮
亮
・
蔵
人
頭
親
国
の
た
め
に
官
位
な
ど
を
超
越
さ
れ
た
面
々
で
あ
る
。」〔
明
月
記
〕

元
久
元
年
六
月
二
十
三
日

礼
子
内
親
王
御
着
袴
儀
で
、
宗
経
と
と
も
に
役
送
を
つ
と
め
る
〔
明
月
記
〕

元
久
元
年
八
月
八
日

上
皇
の
五
辻
御
所
御
移
徙
に
、
宗
経
ら
と
と
も
に
欠
席
す
る
〔
明
月
記
〕
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元
久
元
年
八
月
十
八
日

八
条
院
の
八
幡
御
幸
で
、
定
家
・
雅
清
・
行
長
・
仲
房
・
信
実
と
と
も
に
騎
馬
で
供
奉
し
、
御
奉
幣
を
つ

と
め
る
〔
明
月
記
〕

元
久
元
年
九
月
三
日

源
宗
雅
の
仏
事
に
、
有
家
・
定
家
・
頼
房
・
保
季
・
敦
房
・
長
俊
・
棟
基
・
信
光
・
国
基
・
行
経
と
と
も

に
出
席
す
る
〔
明
月
記
〕

元
久
元
年
十
一
月
三
日

石
清
水
行
幸
で
、
職
事
・
定
家
と
と
も
に
日
御
座
西
で
出
御
を
待
つ
。
出
御
の
後
内
侍
に
付
く
。
奉
行
職

事
顕
俊
が
左
近
衛
少
将
時
通
・
公
棟
・
忠
定
に
渡
る
よ
う
指
示
す
る
と
、
右
近
衛
少
将
守
通
と
と
も
に
御

座
を
見
る
。
御
輿
が
寄
せ
ら
れ
る
と
、
定
家
・
実
宣
・
経
通
・
公
雅
・
雅
清
と
と
も
に
列
立
す
る
。
良
経

が
騎
馬
す
る
と
、
次
将
ら
と
と
も
に
騎
馬
し
て
供
奉
す
る
。
定
家
曰
く
「
そ
ん
な
に
遠
い
距
離
で
は
な
い
。

大
変
普
通
な
こ
と
の
よ
う
だ
が
、
隊
列
は
乱
れ
て
い
た
。
」
上
皇
が
六
条
堀
川
の
桟
敷
で
見
物
す
る
と
、

弓
を
取
り
大
宮
南
・
七
条
西
・
朱
雀
南
を
行
く
。
鳥
羽
今
里
よ
り
出
る
と
き
は
居
な
か
っ
た
〔
明
月
記
〕

元
久
元
年
十
一
月
十
三
日

賀
茂
御
幸
に
出
席
し
、
次
将
と
と
も
に
左
近
衛
大
将
家
実
を
守
り
、
御
輿
が
下
社
に
着
く
と
地
面
に
座
る
。

御
輿
が
寄
せ
ら
れ
る
と
警
蹕
を
称
す
。
還
御
す
る
と
、
階
下
に
と
ど
ま
る
。
良
経
・
家
実
・
忠
経
・
公
継
・

公
房
・
兼
基
・
公
経
・
公
国
・
資
実
・
通
具
・
隆
衡
・
隆
雅
・
親
兼
・
良
輔
・
良
平
・
師
経
・
定
通
・
定

家
・
経
通
・
公
雅
・
雅
清
・
飛
鳥
井
雅
経
・
公
棟
・
公
氏
・
忠
信
・
守
通
・
家
信
・
時
通
・
忠
明
・
忠
定

と
と
も
に
供
奉
す
る
〔
明
月
記
〕

元
久
元
年
十
一
月
二
十
日

五
節
で
、
経
通
・
有
雅
・
公
雅
・
国
通
・
時
通
・
忠
定
・
雅
経
・
時
賢
と
と
も
に
門
の
付
近
に
配
置
さ
れ

る
〔
明
月
記
〕

元
久
元
年
十
一
月
二
十
二
日
八
幡
行
幸
で
社
頭
に
こ
な
か
っ
た
と
し
て
、
高
通
・
経
通
・
公
雅
・
雅
清
・
公
棟
と
と
も
に
明
日
拘
禁
さ
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れ
る
と
噂
さ
れ
る
。
豊
明
節
会
で
、
経
通
・
清
信
・
雅
清
・
時
通
・
雅
経
・
国
通
・
資
家
・
重
通
・
頼
平
・

家
信
・
時
賢
と
と
も
に
陣
を
引
く
〔
明
月
記
〕

元
久
元
年
十
二
月
二
十
二
日
家
実
の
任
左
大
臣
拝
賀
で
、
中
将
中
御
門
宗
経
・
左
近
衛
少
将
坊
門
清
信
と
と
も
に
殿
上
人
と
し
て
共
す

る
〔
兼
仲
卿
記
裏
文
書
〕

元
久

（
一
二
〇
五
）

二
年
一
月
五
日

四
日
の
上
皇
の
御
元
服
で
、
経
通
と
と
も
に
靴
を
つ
け
て
尻
を
曳
い
て
敷
政
門
よ
り
出
る
。
そ
の
後
橋
を

渡
る
。
公
定
（
国
通
・
経
通
か
）
に
、「
橋
は
通
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
。」
と
語
る
と
、

公
定
（
国
通
・
経
通
か
）
に
「
大
内
は
今
年
初
め
の
皇
居
で
は
な
い
。
天
皇
陛
下
は
南
殿
に
お
ら
れ
る
。

左
近
衛
次
将
は
、
浅
履
に
尻
を
懸
け
、
露
台
の
階
を
下
り
、
青

�門
・
敷
政
門
を
経
て
、
橋
を
渡
ら
ず
柱

の
南
を
経
て
日
華
門
に
到
る
。
靴
を
つ
け
て
尻
を
曳
き
、
官
人
が
抜
き
取
っ
た
桙
を
取
っ
て
、
進
ん
で
陣

を
引
き
、
外
弁
が
参
入
し
て
仗
を
立
て
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
古
老
や
賢
者
に
従
う
べ
き
で
は
な
い
。」

と
言
わ
れ
る
。
定
家
曰
く
「
今
考
え
る
に
、
中
山
内
大
臣
は
露
台
を
下
り
て
靴
を
つ
け
、
青

�門
・
敷
政

門
を
出
る
と
さ
れ
た
。
雅
行
の
考
え
は
知
ら
な
い
が
、
形
は
整
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
か
。」〔
明
月
記
〕

元
久
二
年
一
月
十
九
日

土
御
門
天
皇
の
朝
覲
行
幸
で
、
時
賢
・
頼
房
・
資
家
・
忠
信
・
高
通
・
定
通
・
良
輔
・
公
棟
・
雅
清
・
某
・

九
条
道
家
・
実
宣
・
公
宣
・
雅
親
・
良
平
と
と
も
に
前
陣
を
つ
と
め
る
〔
明
月
記
〕

元
久
二
年
三
月
十
四
日

石
清
水
臨
時
祭
で
、
実
宣
と
と
も
に
重
坏
を
つ
と
め
る
〔
明
月
記
〕

元
久
二
年
四
月
二
十
七
日

良
経
が
太
政
大
臣
辞
任
を
上
表
す
る
と
、
勅
答
使
を
つ
と
め
る
〔
明
月
記
〕

元
久
二
年
八
月
二
十
九
日

八
十
島
典
侍
発
向
に
欠
席
す
る
。
定
家
曰
く
「
数
日
間
了
解
し
て
い
た
の
に
、
今
日
居
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

最
近
は
勝
手
気
ま
ま
な
心
持
ち
だ
か
ら
、
あ
え
て
嫌
う
こ
と
も
な
い
か
な
。」〔
明
月
記
〕

―97―



元
久
二
年
十
二
月
六
日

弓
場
始
に
出
席
し
、
あ
ら
か
じ
め
出
居
の
座
に
い
て
天
皇
が
倚
子
に
座
る
と
警
蹕
を
称
す
。
出
居
よ
り
将

監
を
二
音
で
呼
び
、
的
を
設
置
す
る
よ
う
指
示
す
る
。
定
家
曰
く
「
二
音
と
は
未
だ
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。

将
監
を
呼
ぶ
こ
と
を
思
い
す
ご
し
て
い
た
か
。
変
で
あ
る
。」。
座
を
立
っ
て
座
の
後
ろ
よ
り
、
幔
門
を
出

て
陣
・
幔
門
に
向
か
う
。
座
に
復
し
て
階
下
に
立
ち
と
ど
ま
り
、
蔵
人
が
御
射
席
を
撤
収
す
る
と
、
的
を

替
え
る
よ
う
指
示
す
る
。
定
家
曰
く
「
ま
た
二
音
だ
。
変
で
あ
っ
て
変
で
あ
る
。」。
職
事
が
、
矢
取
内
豎

に
座
る
よ
う
何
度
も
指
示
す
る
。
定
家
曰
く
「
こ
れ
は
出
居
が
指
示
す
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。」。

実
教
・
隆
衡
が
復
座
し
た
後
、
座
り
な
が
ら
装
備
し
て
、
射
し
た
後
復
座
す
る
。
実
教
・
従
三
位
藤
原
朝

臣
（
公
定
・
良
平
・
長
房
・
伊
輔
・
実
保
・
顕
家
・
長
経
・
成
家
・
公
清
・
隆
雅
・
公
頼
・
公
信
・
親
兼
・

隆
清
・
親
実
・
信
定
・
基
忠
か
）
・
経
通
・
隆
宗
と
と
も
に
前
方
の
射
手
を
勤
め
る
。
御
膳
が
供
さ
れ
る

と
跪
き
、
終
わ
っ
た
後
再
び
射
る
。
公
基
と
と
も
に
三
度
目
の
矢
を
当
て
る
。
公
房
が
矢
を
引
い
た
後
、

庭
上
に
一
列
に
な
っ
て
拝
し
、
張
弓
に
鞆
を
つ
け
る
。
二
度
目
に
顕
兼
が
射
と
う
と
し
た
と
き
、
的
付
近

が
暗
か
っ
た
の
を
定
家
が
見
て
、
出
居
を
見
る
と
雅
行
は
弓
の
構
え
を
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
定
家
が
上

位
者
と
し
て
、
火
を
明
る
く
す
る
よ
う
指
示
す
る
［
出
居
・
射
手
］〔
明
月
記
〕

元
久
二
年
十
二
月
十
九
日

方
違
行
幸
で
、
出
御
が
あ
る
と
御
前
内
侍
に
付
く
。
右
近
衛
少
将
頼
房
・
右
近
衛
少
将
家
信
・
右
近
衛
少

将
時
賢
・
左
近
衛
中
将
定
家
・
左
近
衛
権
中
将
実
宣
・
左
近
衛
中
将
経
通
・
左
近
衛
少
将
忠
明
ら
が
殿
上

口
よ
り
陣
に
向
か
う
と
行
か
ず
に
御
座
を
見
る
。
御
輿
を
寄
せ
る
と
や
っ
て
き
て
、
剣
璽
を
つ
と
め
る
。

警
蹕
・
出
御
の
後
ど
こ
か
へ
行
く
。
五
辻
御
所
に
上
皇
が
降
り
立
つ
と
、
夜
通
し
同
じ
座
に
て
寝
て
い
た

が
、
再
び
ど
こ
か
へ
行
く
〔
明
月
記
〕
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元
久
二
年
十
二
月
二
十
日

内
裏
御
仏
名
で
、
清
信
と
と
も
に
渡
殿
よ
り
や
っ
て
き
て
出
居
に
加
わ
る
。
公
卿
三
人
（
通
光
・
師
経
・

通
具
か
）
が
着
座
し
た
後
幔
下
に
進
む
と
、
名
謁
を
行
う
〔
明
月
記
〕

建
永

（
一
二
〇
六
）

元
年
五
月
六
日

天
皇
の
殷
富
門
院
安
井
第
方
違
行
幸
で
、
南
殿
に
出
御
が
あ
る
と
璽
筥
の
内
侍
を
伴
う
。
南
階
に
御
輿
が

寄
せ
ら
れ
る
と
、
裾
を
垂
ら
さ
ず
に
靴
を
脱
ぎ
、
階
の
西
の
掖
よ
り
昇
り
、
弓
を
簀
の
子
付
近
に
置
く
。

御
輿
の
戸
を
開
け
跪
い
て
璽
箱
を
取
り
、
御
輿
の
中
に
置
き
簀
の
子
に
退
出
す
る
。
天
皇
が
乗
御
す
る
と
、

御
草
鞋
を
取
っ
て
東
童
に
渡
す
。
御
剣
を
取
っ
て
御
輿
の
中
に
置
き
、
戸
を
閉
め
て
弓
を
取
り
退
下
す
る
。

御
輿
が
安
井
殿
の
寝
殿
南
階
に
寄
せ
ら
れ
る
と
、
や
っ
て
き
て
御
輿
の
戸
を
開
き
璽
筥
を
取
っ
て
、
跪
い

て
内
侍
に
渡
す
。
東
童
が
西
の
簀
の
子
に
草
鞋
を
持
っ
て
く
る
と
、
こ
れ
を
献
ず
る
。
下
御
の
後
、
御
剣

を
取
っ
て
内
侍
に
渡
し
、
御
輿
の
戸
を
閉
じ
た
後
退
下
す
る
〔
猪
熊
関
白
記
〕

建
永
元
年
五
月
二
十
九
日

最
勝
講
結
願
で
、
堂
童
子
が
花
筥
を
徹
し
た
後
度
者
論
義
を
指
示
す
る
〔
猪
熊
関
白
記
〕

建
永
元
年
五
月
三
十
日

二
十
八
日
の
新
日
吉
小
五
月
会
で
、
高
通
が
欠
席
し
た
た
め
、
剣
を
帯
し
て
半
靴
を
着
し
、
一
人
で
競
馬

の
鼓
を
つ
と
め
る
〔
明
月
記
〕

建
永
元
年
八
月
十
六
日

駒
牽
で
、
暁
に
馬
一
疋
を
伴
い
や
っ
て
き
て
、
中
門
外
に
立
っ
て
参
入
す
る
〔
不
知
記
〕

建
永
元
年
十
月
三
日

長
兼
が
家
実
に
、
「
多
忠
成
の
死
の
後
、
胡
飲
酒
の
舞
は
さ
れ
な
か
っ
た
。
な
の
で
、
多
好
方
が
雅
行
に

胡
飲
酒
の
舞
を
習
う
よ
う
命
令
を
下
せ
と
、
後
鳥
羽
上
皇
の
指
示
が
あ
っ
た
。」
と
伝
え
る
。
家
実
曰
く
、

「
こ
の
こ
と
は
、
先
日
私
に
相
談
さ
れ
た
と
き
、
好
方
が
雅
行
に
習
う
の
が
よ
ろ
し
か
ろ
う
と
考
え
述
べ

た
。
雅
行
は
安
元
御
賀
の
時
に
胡
飲
酒
を
舞
っ
た
。
今
は
、
殺
害
さ
れ
た
忠
成
の
父
忠
時
（
節
）
に
こ
れ

を
習
っ
た
。
忠
成
と
そ
の
兄
景
節
と
い
う
舞
人
が
い
て
、
胡
飲
酒
を
舞
っ
て
い
た
。
父
忠
時
（
節
）
は
様
々
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な
こ
と
を
弟
の
忠
成
に
任
せ
て
い
た
の
で
、
こ
れ
に
腹
を
立
て
た
。
先
年
頃
よ
り
関
東
に
い
た
と
い
う
。

忠
成
を
殺
害
し
た
の
は
、
景
節
の
仕
業
と
い
う
。
で
あ
る
か
ら
し
て
、
検
非
違
使
庁
に
呼
ば
れ
た
と
い
う
。」

〔
猪
隈
関
白
記
〕〔
不
知
記
〕

建
永
元
年
十
月
二
十
三
日

五
辻
殿
へ
の
方
違
行
幸
で
、
出
御
が
あ
る
と
御
前
内
侍
に
付
く
〔
明
月
記
〕

建
永
元
年
十
一
月
十
二
日

五
節
で
、
宗
経
・
高
通
を
伴
わ
ず
車
寄
門
内
に
配
置
さ
れ
る
〔
明
月
記
〕

建
永
元
年
十
一
月
十
五
日

五
節
で
、
出
御
が
あ
る
と
高
通
と
と
も
に
内
侍
に
付
く
〔
明
月
記
〕［
近
衛
司
］〔
猪
熊
関
白
記
〕

建
永
元
年
十
一
月
二
十
六
日
近
衛
基
教
の
元
服
で
理
髪
を
つ
と
め
る
〔
猪
熊
関
白
記
〕
基
教
が
円
座
に
著
座
す
る
と
、
束
帯
で
円
座
に

著
座
し
理
髪
が
終
わ
る
と
便
宜
所
に
退
下
す
る
。
加
冠
の
後
、
や
っ
て
き
て
髪
を
直
し
て
退
下
す
る
〔
不

知
記
〕

建
永
元
年
十
一
月
二
十
八
日
弓
場
始
で
、
忠
信
が
欠
席
し
た
た
め
定
家
と
と
も
に
御
剣
を
取
る
。
出
御
以
前
に
着
座
し
て
、
警
蹕
の
後

将
監
を
呼
び
的
を
指
示
す
る
。
定
家
曰
く
「
今
夜
は
い
つ
も
の
よ
う
に
一
音
で
あ
っ
た
」
。
起
っ
た
後
座

の
前
よ
り
出
て
公
卿
を
呼
び
、
幔
門
よ
り
出
る
。
家
信
が
着
し
た
後
、
帰
っ
て
き
て
幔
外
に
座
ら
ず
に
い

る
。
家
経
が
着
座
し
た
後
、
後
ろ
よ
り
復
座
し
て
上
卿
の
意
向
を
う
か
が
う
が
、
特
に
意
向
が
な
か
っ
た
。

そ
の
後
定
家
に
「
的
を
替
え
る
の
に
、
上
卿
の
意
向
は
関
係
な
い
。
す
ぐ
に
指
示
す
べ
き
だ
ろ
う
。
」
と

言
わ
れ
る
が
、
納
得
せ
ず
に
し
ば
ら
く
様
子
を
う
か
が
う
。
光
親
が
能
射
の
人
を
上
卿
に
指
示
す
る
と
、

隆
衡
・
教
成
と
と
も
に
装
備
し
て
射
ち
、
終
わ
っ
た
後
座
の
前
よ
り
移
動
し
て
復
座
す
る
。
隆
衡
・
定
家
・

隆
宗
・
季
房
と
と
も
に
前
の
射
手
を
勤
め
、
隆
衡
が
一
本
目
を
射
っ
た
後
二
番
手
の
準
備
を
す
る
。
雅
行

が
一
本
目
を
射
っ
た
後
、
定
家
が
座
の
前
よ
り
立
っ
て
次
の
準
備
を
す
る
。
終
わ
っ
た
後
出
居
に
戻
る
。

―100―



二
度
の
時
、
御
膳
が
供
さ
れ
る
と
跪
き
、
終
わ
っ
た
後
立
っ
て
射
ち
、
終
わ
っ
た
後
座
に
戻
る
〔
明
月
記
〕

家
実
が
御
後
の
円
座
に
座
る
と
、
的
を
懸
け
る
よ
う
指
示
し
、
家
実
の
意
向
に
よ
り
仗
座
に
向
か
い
公
卿

を
呼
ぶ
。
座
を
起
っ
た
後
、
次
将
・
定
家
が
代
わ
っ
て
着
座
し
、
そ
の
後
雅
行
が
復
座
す
る
。
矢
取
内
豎

が
着
座
す
る
と
、
的
を
替
え
る
よ
う
指
示
す
る
。
光
親
が
能
射
人
を
権
大
納
言
（
兼
基
か
）
に
指
示
す
る

と
、
隆
衡
・
教
成
ら
と
と
も
に
こ
れ
を
勤
め
る
。
正
三
位
検
非
違
使
別
当
（
右
衛
門
督
）
隆
衡
・
従
三
位

左
兵
衛
督
教
成
に
続
い
て
射
つ
。
御
膳
が
供
さ
れ
る
と
座
る
〔
猪
熊
関
白
記
〕
出
御
が
あ
る
と
、
矢
を
差

し
挟
ん
で
弓
を
持
ち
軾
に
著
し
て
公
卿
を
呼
ぶ
〔
三
長
記
〕

建
永
元
年
十
二
月
三
日

近
衛
基
教
が
元
服
す
る
と
、
理
髪
を
つ
と
め
る
〔
明
月
記
〕

建
永

（
一
二
〇
七
）

二
年
一
月
一
日

院
の
拝
礼
に
参
加
し
、
顕
兼
・
宗
経
・
高
通
・
定
家
・
実
宣
・
忠
信
と
と
も
に
一
列
に
な
っ
て
列
立
す
る
。

内
裏
の
小
朝
拝
で
、
家
実
が
小
板
敷
に
て
靴
を
着
す
と
、
近
く
に
い
る
。
定
家
ら
が
天
皇
の
出
御
を
待
っ

て
い
る
と
、
南
殿
よ
り
陣
に
や
っ
て
く
る
〔
明
月
記
〕

建
永
二
年
一
月
二
日

朝
覲
行
幸
で
、
宗
経
・
左
近
衛
中
将
定
家
・
左
近
衛
権
中
将
実
宣
・
右
近
衛
中
将
頼
平
・
左
近
衛
中
将
公

明
・
左
近
衛
少
将
伊
時
・
左
近
衛
少
将
清
信
・
右
近
衛
少
将
雅
清
・
左
近
衛
少
将
雅
経
・
左
近
衛
少
将
忠

明
・
中
宮
権
大
進
宗
行
・
左
近
衛
少
将
忠
定
・
通
時
・
左
近
衛
権
中
将
高
通
・
右
近
衛
中
将
忠
信
・
右
近

衛
中
将
公
氏
・
右
近
衛
権
中
将
有
雅
・
右
近
衛
中
将
兼
季
・
右
（
左
か
）
近
衛
中
将
松
殿
忠
房
・
右
近
衛

中
将
公
雅
・
守
通
・
右
近
衛
少
将
平
松
資
家
・
右
近
衛
中
将
衣
笠
家
良
・
右
近
衛
少
将
家
信
・
右
近
衛
少

将
時
賢
・
具
親
・
敦
通
と
と
も
に
列
立
す
る
。
次
将
ら
と
と
も
に
、
中
門
内
外
の
御
輿
南
の
未
申
・
巽
あ

た
り
に
い
る
。
左
近
衛
の
上
臈
四
人
（
定
家
・
実
宣
・
宗
経
・
雅
行
か
）
が
「
東
宮
守
成
親
王
様
が
参
上
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な
す
っ
た
と
き
に
、
仗
に
立
つ
と
い
う
こ
と
は
、
先
年
内
大
臣
様
（
実
宗
・
忠
経
か
）
の
命
令
に
よ
り
そ

れ
ぞ
れ
そ
れ
ぞ
れ
立
ち
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
今
も
適
用
で
き
よ
う
か
。
今
年
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
内
裏

の
式
で
は
、
近
衛
の
次
将
の
起
居
は
逐
一
報
告
す
る
。
太
子
が
参
上
し
た
と
き
は
起
つ
の
を
報
告
し
な
い
。

今
考
え
る
に
、
立
っ
て
は
い
け
な
い
の
だ
ろ
う
か
。」
と
話
し
合
う
。
陣
を
引
く
こ
と
に
な
る
と
、「
上
皇

陛
下
が
出
御
さ
れ
た
後
、
陣
を
引
く
べ
き
か
。
」
と
言
う
。
先
に
陣
が
引
か
れ
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
胡
床
の

前
に
立
つ
。
土
御
門
天
皇
が
渡
御
す
る
と
、
宗
経
・
実
宣
と
と
も
に
警
蹕
を
行
う
。
楽
行
事
が
呼
ば
れ
る

と
、
前
よ
り
進
み
立
っ
て
家
実
の
後
ろ
を
北
面
し
て
進
む
。
高
通
が
階
前
を
渡
り
雅
行
の
東
に
立
つ
と
、

召
し
を
承
り
、
左
廻
り
で
仗
の
後
ろ
よ
り
楽
屋
に
向
か
う
〔
明
月
記
〕

建
永
二
年
一
月
九
日

承
明
門
院
の
南
山
御
精
進
屋
御
幸
で
、
高
通
と
と
も
に
参
加
を
了
解
す
る
が
、
基
教
の
侍
従
拝
賀
御
共
の

た
め
欠
席
す
る
〔
明
月
記
〕

建
永
二
年
二
月
十
一
日

任
大
臣
節
会
で
、
二
献
を
つ
と
め
る
〔
明
月
記
〕

建
永
二
年
四
月
九
日

召
し
に
よ
り
馬
場
に
や
っ
て
き
て
、
競
馬
の
こ
と
を
了
承
す
る
〔
明
月
記
〕

建
永
二
年
六
月
二
十
二
日

言
う
ま
で
も
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
府
年
預
を
定
家
に
す
る
よ
う
内
示
が
あ
る
。
定
家
曰
く
「
こ
の
こ
と

は
特
に
望
ん
で
い
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
の
職
務
に
あ
っ
て
年
月
を
積
ん
だ
れ
ば
、
こ
の
こ
と
は
本
意

と
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
と
き
適
任
者
が
い
な
い
た
め
だ
。
雅
行
は
辞
退
し
た
ろ
う
か
。
宗
経
も
同
じ
よ

う
な
人
間
だ
。
実
宣
は
蔵
人
頭
に
任
命
さ
れ
た
の
で
就
任
で
き
な
い
し
、
位
も
低
い
。
経
通
は
母
の
喪
に

服
し
て
お
り
、
大
将
に
な
っ
た
ば
か
り
の
道
家
様
に
と
っ
て
は
ば
か
り
が
あ
る
。
国
通
は
兄
経
通
を
差
し

置
い
て
は
い
け
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
考
え
に
か
か
わ
ら
ず
、
す
で
に
決
定
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
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内
々
に
こ
の
こ
と
を
聞
い
た
。」〔
明
月
記
〕

建
永
二
年
七
月
二
十
八
日

白
河
新
御
所
御
幸
で
、
車
に
乗
っ
て
や
っ
て
く
る
。
入
御
が
あ
る
と
、
宗
経
・
高
通
・
顕
兼
ら
と
と
も
に

列
立
す
る
が
、
一
人
だ
け
笏
を
持
っ
て
列
立
す
る
。
定
家
曰
く
「
既
に
決
ま
っ
て
い
る
こ
と
だ
。
自
分
だ

け
昇
り
進
む
つ
も
り
か
。」〔
明
月
記
〕

建
永
二
年
八
月
二
日

昇
子
内
親
王
侍
始
で
、
出
席
を
了
解
す
る
も
対
応
す
る
人
が
い
な
か
っ
た
た
め
、
や
っ
て
き
た
が
行
え
な

か
っ
た
〔
明
月
記
〕

建
永
二
年
十
月
四
日

弓
場
始
で
射
手
と
な
る
〔
明
月
記
〕

建
永
二
年
十
月
五
日

弓
場
始
で
、
親
輔
が
定
家
に
召
を
つ
と
め
る
よ
う
言
う
と
「
源
中
将
雅
行
が
や
っ
て
き
た
ら
、
か
の
人
が

つ
と
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。」
と
言
う
が
、「
射
手
を
つ
と
め
て
い
る
と
は
い
っ
て
も
、
出
居
に
支
障
が
あ
る

と
い
っ
て
い
た
。
こ
の
上
は
あ
れ
こ
れ
言
う
べ
き
で
は
な
い
。
」
と
答
え
ら
れ
る
。
実
宣
が
能
射
人
を
指

示
す
る
と
、
教
成
・
従
三
位
藤
原
朝
臣
（
長
房
・
顕
家
・
成
家
・
公
清
・
隆
雅
・
公
頼
・
公
信
・
親
兼
・

隆
清
・
親
実
・
信
定
・
基
忠
・
基
行
・
忠
房
か
）
と
と
も
に
射
る
。
乙
矢
を
当
て
た
後
、
出
座
に
着
す
。

初
矢
を
放
っ
た
後
、
定
家
が
立
っ
て
手
を
継
ぐ
〔
明
月
記
〕

承
元
二
年
十
一
月
二
十
三
日
十
八
日
夜
の
五
節
に
出
席
し
舞
う
〔
明
月
記
〕

（
一
二
〇
八
）

承
元

（
一
二
〇
九
）

三
年
三
月
二
十
三
日

九
条
立
子
入
宮
で
、
定
家
・
有
能
・
能
季
・
保
季
・
公
氏
・
国
通
・
公
雅
・
資
家
・
忠
清
・
清
季
・
長
俊
・

兼
時
・
忠
定
・
隆
宗
・
実
信
・
時
賢
・
泰
光
・
宣
房
・
親
房
・
知
長
・
資
経
・
宗
行
・
経
高
・
兼
隆
・
長

綱
・
長
季
・
信
定
・
棟
基
・
定
高
・
定
親
・
基
定
・
長
資
・
実
俊
・
宣
家
・
隆
俊
・
具
兼
・
定
衡
・
頼
資
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と
と
も
に
前
駆
を
つ
と
め
る
〔
玉
蘂
〕

承
元

（
一
二
一
〇
）

四
年
九
月
二
十
五
日

彗
星
に
よ
る
御
読
経
で
、
堂
童
子
が
花
筥
を
片
づ
け
た
後
、
導
師
の
座
の
下
に
つ
き
、
御
願
の
趣
旨
を
指

示
す
る
。
道
家
曰
く
「
必
ず
最
初
に
上
卿
の
意
向
を
聞
い
て
か
ら
指
示
す
る
も
の
だ
。
今
の
作
法
は
失
礼

で
あ
る
。」〔
玉
蘂
〕

承
元
四
年
十
月
十
五
日

弓
場
始
で
、
土
御
門
天
皇
が
出
御
す
る
と
天
皇
の
指
示
に
よ
り
階
下
・
軒
廊
東
二
間
・
小
庭
を
経
て
、
軾

に
つ
き
上
か
ら
下
へ
見
下
ろ
し
た
後
「
召
す
」
と
い
っ
て
諸
卿
を
呼
ぶ
。
諸
卿
が
返
事
を
し
た
後
退
帰
す

る
。
蔵
人
二
人
が
御
射
席
よ
り
帰
る
と
、
的
を
替
え
る
よ
う
指
示
す
る
。
公
頼
・
顕
兼
と
と
も
に
能
射
人

を
指
示
さ
れ
、
公
頼
・
顕
兼
が
座
に
い
な
か
っ
た
た
め
、
一
人
上
卿
（
公
房
か
）
よ
り
指
示
を
受
け
る
。

射
っ
た
の
ち
座
に
帰
る
。
公
頼
・
家
衡
・
知
家
・
定
家
と
と
も
に
前
方
射
手
を
つ
と
め
る
［
宰
相
雅
行
朝

臣
］〔
玉
蘂
〕

承
元
四
年
十
一
月
二
十
五
日
土
御
門
天
皇
が
譲
位
す
る
と
、
宗
経
・
定
家
・
忠
行
・
公
氏
・
通
方
・
家
衡
・
頼
平
・
実
氏
・
清
長
・
伊

時
・
公
雅
・
為
長
・
守
通
・
忠
定
・
雅
清
・
顕
俊
・
信
能
・
家
行
・
知
家
・
経
時
・
宗
行
・
長
季
・
資
経
・

成
長
・
成
実
・
宗
房
・
隆
俊
・
宗
雅
・
親
平
と
と
も
に
新
院
殿
上
人
と
な
る
〔
御
脱

�記
〕
順
徳
天
皇
受

禅
の
節
会
で
、
璽
を
持
ち
筵
道
を
進
む
〔
宮
槐
記
〕
節
会
の
後
璽
を
渡
す
〔
承
元
四
年
具
注
暦
〕
〔
践
祚

部
類
抄
〕

建
暦

（
一
二
一
一
）

元
年
六
月
二
十
五
日

順
徳
天
皇
の
七
条
院
御
所
御
方
違
行
幸
で
、
鈴
奏
の
後
名
謁
を
問
う
。
道
家
曰
く
「
先
例
で
は
、
旅
所
で

は
あ
る
い
は
行
わ
な
い
も
の
だ
。
た
だ
し
、
も
う
夜
遅
い
と
、
な
ぜ
そ
の
儀
が
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
暗
け

れ
ば
名
謁
せ
ね
ば
な
る
ま
い
と
、
文
治
六
年
の
禅
閤
記
（
玉
葉
か
）
に
記
さ
れ
て
い
る
。
後
日
上
皇
様
よ
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り
お
た
ず
ね
が
あ
っ
た
が
、
名
謁
は
し
て
は
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
と
、
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
、
私
は

し
て
も
し
な
く
て
も
い
い
で
し
ょ
う
と
述
べ
た
。
最
近
は
行
う
こ
と
が
多
い
。
そ
の
所
見
は
、
玉
葉
に
見

え
て
い
る
。
だ
か
ら
、
名
謁
を
止
め
る
に
は
及
ば
な
い
だ
ろ
う
。」〔
玉
蘂
〕

建
暦
元
年
八
月
四
日

八
条
院
御
法
事
で
行
香
す
る
〔
明
月
記
〕

建
暦
元
年
十
一
月
二
十
四
日
三
条
殿
行
幸
に
、
公
房
・
師
経
・
公
宣
・
忠
信
・
実
宣
・
範
朝
・
有
雅
・
公
氏
・
家
良
・
左
近
衛
少
将
公

俊
・
通
時
・
定
親
・
左
近
衛
少
将
為
家
・
親
通
・
右
近
衛
中
将
通
方
・
清
実
・
右
近
衛
中
将
雅
清
・
家
宣

（
右
少
弁
か
）
・
右
近
衛
少
将
家
嗣
・
清
親
・
左
近
衛
少
将
藪
範
茂
・
実
時
・
具
親
・
敦
近
・
実
経
・
親

平
と
と
も
に
供
奉
す
る
〔
明
月
記
〕

建
暦
元
年
十
二
月
十
三
日

万
機
旬
に
、
為
家
・
国
通
・
良
輔
・
公
継
・
公
房
・
兼
宗
・
道
家
・
師
経
・
通
具
・
忠
房
・
公
宣
・
有
雅
・

範
朝
・
公
氏
・
顕
俊
・
家
兼
・
宗
経
・
家
信
・
範
茂
と
と
も
に
出
席
す
る
。
出
御
が
あ
る
と
、
為
家
・
家

兼
が
内
侍
に
付
く
。
定
家
曰
く
「
上
位
者
と
し
て
、
雅
行
・
宗
経
・
家
信
・
範
茂
ら
が
い
た
と
い
う
。
」

〔
明
月
記
〕

建
暦

（
一
二
一
二
）

二
年
六
月
九
日

順
徳
天
皇
の
大
内
行
幸
に
つ
い
て
「
名
謁
は
家
礼
の
人
が
し
て
も
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
私
は
、
良
経
様
が

大
将
の
時
、
お
許
し
が
あ
る
の
で
毎
度
伺
っ
た
。
雅
行
は
関
白
家
実
様
が
高
貴
な
る
と
き
、
こ
れ
を
は
ば

か
っ
て
私
に
譲
っ
た
。
ど
ち
ら
も
不
審
な
の
だ
が
、
そ
の
と
き
は
私
の
考
え
と
同
じ
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。」

と
資
家
に
書
状
で
尋
ね
る
と
、「
伺
う
べ
き
と
思
い
ま
す
。
良
経
様
の
こ
と
は
基
本
と
す
べ
き
で
す
。」
と

返
答
を
も
ら
う
〔
明
月
記
〕

建
暦
二
年
六
月
二
十
日

復
任
〔
公
卿
補
任
〕
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建
暦
二
年
十
一
月
十
三
日

大
嘗
会
で
、
四
条
坊
門
朱
雀
付
近
に
て
見
物
中
の
定
家
よ
り
、
行
列
の
引
率
な
ど
に
つ
い
て
聞
く
使
者
が
、

何
度
も
自
宅
に
や
っ
て
く
る
〔
明
月
記
〕

建
暦
三
年
一
月
十
三
日

従
三
位
〔
公
卿
補
任
〕

（
一
二
一
三
）

建
暦
三
年
一
月
十
四
日

大
炊
御
門
公
明
と
と
も
に
従
三
位
と
な
る
。
公
明
・
時
通
・
源
具
親
・
基
定
・
実
俊
・
実
経
と
と
も
に
官

職
停
止
と
な
る
〔
明
月
記
〕

建
暦
三
年
閏
九
月
十
六
日

上
皇
の
行
幸
で
、
鈴
奏
が
始
ま
っ
た
頃
に
や
っ
て
き
て
列
立
す
る
。
定
家
曰
く
「
今
夜
初
め
て
こ
の
人
を

見
た
。」。
頼
平
が
御
剣
を
安
置
す
る
と
、
定
家
が
揖
を
し
て
前
行
す
る
前
に
早
く
前
行
し
、
閑
院
南
庭
に
、

定
家
・
有
能
・
顕
俊
・
有
雅
・
光
親
・
実
宣
・
忠
信
・
教
成
・
雅
親
・
公
宣
・
忠
房
・
良
平
・
師
経
・
通

光
と
と
も
に
浅
履
を
履
い
て
列
立
し
、
後
ろ
よ
り
座
る
〔
明
月
記
〕

建
保

（
一
二
一
四
）

二
年
十
二
月
十
四
日

弓
場
始
で
、
家
衡
が
無
名
門
に
入
る
と
や
っ
て
き
て
揖
を
す
る
。
隆
衡
が
初
矢
を
射
る
と
、
家
衡
が
二
番

手
の
準
備
を
し
、
隆
衡
が
乙
矢
を
射
よ
う
と
し
た
と
き
、
雅
行
が
二
番
手
の
準
備
を
す
る
。
定
家
曰
く

「
遅
い
早
い
に
何
か
考
え
が
あ
る
の
か
。
家
衡
は
ふ
つ
う
で
あ
る
。
」
。
国
通
が
無
名
門
を
出
る
と
、
射
手

と
と
も
に
殿
の
腋
に
跪
き
、
西
を
向
く
。
順
徳
天
皇
が
入
御
す
る
と
、
射
手
・
公
卿
・
殿
上
人
ら
と
と
も

に
無
名
門
に
入
り
乱
れ
て
群
立
す
る
。
公
頼
・
公
長
・
時
賢
・
光
家
と
と
も
に
後
方
の
射
手
と
な
る
〔
明

月
記
〕

承
久
二
年
十
月
四
日

上
皇
の
御
前
で
胡
飲
酒
の
舞
を
舞
う
。
そ
の
後
禁
裏
に
て
舞
う
〔
催
馬
楽
師
傳
相
承
〕〔
伏
見
宮
御
記
録
〕

（
一
二
二
〇
）
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承
久
四
年
二
月
二
十
日

後
高
倉
院
の
御
前
に
て
胡
飲
酒
の
舞
を
舞
う
〔
催
馬
楽
師
傳
相
承
〕

（
一
二
二
二
）

嘉
禄
元
年
五
月
十
九
日

妻
の
高
倉
院
督
典
侍
が
没
す
〔
明
月
記
〕
高
倉
院
典
侍
〔
尊
卑
分
脈
〕

（
一
二
二
五
）

嘉
禄

（
一
二
二
六
）

二
年
六
月
六
日

息
子
の
親
行
が
出
家
す
る
。
定
家
曰
く
「
父
雅
行
卿
と
と
も
に
背
き
、
異
常
行
動
を
し
た
と
の
こ
と
を
聞

い
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
強
盗
と
し
て
父
の
家
に
入
り
、
青
侍
が
捕
ら
え
て
見
る
と
跡
継
ぎ
た
る
親
行
だ
っ

た
と
い
う
。
ま
た
は
、
妹
と
近
親
相
姦
し
た
こ
と
に
よ
り
、
と
も
に
父
に
背
く
こ
と
に
な
っ
た
と
も
言
わ

れ
て
い
る
。」〔
明
月
記
〕

嘉
禄
二
年
六
月
二
十
三
日

息
子
の
親
行
と
娘
を
六
条
朱
雀
に
て
斬
首
す
る
。
藤
原
経
光
曰
く
「
哀
れ
む
べ
き
事
だ
。」〔
民
経
記
〕
定

家
曰
く
「
悪
行
に
よ
り
父
雅
行
卿
が
斬
っ
た
と
人
々
は
言
っ
て
い
た
。
老
後
の
不
吉
な
る
こ
と
、
ま
た
は

狂
気
で
あ
ろ
う
か
。
運
命
を
悲
し
む
べ
き
だ
。
女
は
親
行
の
姉
妹
だ
と
い
う
。」〔
明
月
記
〕
息
子
の
師
行

と
そ
の
姉
尼
を
殺
害
し
た
と
し
て
京
都
よ
り
追
放
さ
れ
る
〔
皇
代
暦
〕

嘉
禄
二
年
六
月
二
十
四
日

定
家
曰
く
「
下
人
た
ち
の
言
う
に
は
、
斬
首
さ
れ
た
の
は
間
違
い
な
く
、
親
行
と
、
七
条
院
高
倉
局
の
娘

松
殿
基
忠
の
妻
と
い
う
。
先
年
、
親
行
に
付
き
添
っ
て
夫
の
家
を
逃
げ
て
き
た
女
と
い
う
。
死
体
を
道
ば

た
に
さ
ら
し
て
、
見
物
人
が
市
を
な
し
た
と
い
う
。
そ
も
そ
も
、
許
さ
れ
ざ
る
事
と
は
言
っ
て
も
、
官
位

を
帯
し
て
殿
上
人
で
あ
る
者
は
、
武
士
の
家
で
も
な
い
の
に
斬
首
す
る
の
は
適
当
で
は
な
い
。
京
都
で
起

こ
っ
た
こ
と
は
、
皆
々
奇
妙
で
あ
る
と
言
う
べ
き
だ
。
道
行
く
人
は
見
る
に
忍
び
ず
、
樗
の
木
を
折
っ
て

女
性
器
を
隠
し
た
と
い
う
。
乱
れ
た
世
の
中
が
な
さ
し
め
た
こ
の
世
の
恥
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
ま
た
雑
人
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の
言
う
の
は
、
だ
い
た
い
同
じ
で
あ
る
。
出
家
し
て
白
昼
門
前
に
て
斬
っ
た
後
、
遺
棄
さ
せ
た
。
感
情
を

抑
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
ぞ
れ
出
家
の
身
な
り
と
し
た
。
後
に
聞
く
に
、
あ
の
姉
は
親
行

と
同
じ
く
出
家
し
、
長
楽
寺
に
い
た
。
父
雅
行
は
寺
僧
に
言
っ
て
つ
れ
て
こ
さ
せ
、
青
侍
ど
も
が
夜
陰
に

乗
じ
て
家
の
中
で
斬
り
殺
し
、
夜
更
け
を
見
な
い
う
ち
に
遺
棄
し
た
と
い
う
の
を
、
隣
の
下
人
ど
も
は
多

く
見
て
い
た
。
た
だ
、
正
気
を
失
っ
た
の
だ
、
と
の
こ
と
で
あ
る
。」〔
明
月
記
〕

嘉
禄
二
年
六
月
二
十
七
日

定
家
曰
く
「
雑
人
ら
の
自
由
な
る
噂
に
よ
る
と
、
雅
行
配
下
の
武
士
が
怒
る
、
と
言
っ
て
い
た
。
ま
た
、

家
実
様
が
与
え
て
い
た
所
領
は
停
止
さ
れ
る
と
い
う
。
本
当
か
ど
う
か
は
知
ら
な
い
。
ま
た
は
、
元
々
与

え
ら
れ
た
所
領
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
後
に
聞
く
に
、
楊
梅
盛
兼
卿
の
説
と
い
う
。
本
当
の
こ
と
だ
ろ
う

か
」〔
明
月
記
〕

嘉
禄
二
年
六
月
二
十
九
日

出
家
し
た
と
の
噂
が
あ
る
。
定
家
曰
く
「
本
当
か
ど
う
か
知
ら
な
い
」〔
明
月
記
〕

嘉
禄
二
年
七
月
四
日

坊
城
顕
平
が
「
雅
行
卿
の
事
に
関
し
て
は
、
家
実
様
は
一
切
差
配
な
さ
ら
ず
、
所
領
処
分
は
し
な
い
と
の

こ
と
で
す
」
と
、
青
侍
の
言
説
を
定
家
に
語
る
。
定
家
曰
く
「
後
に
聞
く
に
、
嘘
で
あ
っ
た
。
所
領
二
カ

所
は
確
確
実
に
没
収
さ
れ
る
」〔
明
月
記
〕

嘉
禄
二
年
七
月
六
日

法
勝
寺
に
て
、
源
平
両
公
卿
（
源
通
具
・
定
通
・
雅
親
・
通
方
・
具
実
・
通
光
・
具
定
・
時
賢
・
平
経
高
・

範
輔
・
光
盛
か
）
が
「
雅
行
卿
は
必
ず
出
家
す
る
が
、
事
は
穏
便
で
は
な
い
。
京
に
い
て
は
い
け
な
い
と

の
処
分
が
あ
っ
た
と
い
う
。
近
衛
家
御
領
に
つ
い
て
は
、
確
実
に
召
し
上
げ
ら
れ
る
」
と
語
る
〔
明
月
記
〕

嘉
禄
二
年
七
月
十
一
日

六
条
知
家
が
「
雅
行
卿
は
、
今
月
二
日
に
な
っ
て
も
俗
体
の
ま
ま
で
す
。
甲
斐
国
の
所
領
は
、
兄
定
忠
入

道
の
先
祖
の
領
土
と
言
っ
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。
家
実
様
は
御
領
を
召
し
上
げ
て
、
出
仕
を
停
止
さ
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れ
た
。
そ
の
上
は
さ
ら
な
る
処
分
は
な
い
と
い
う
の
は
、
家
実
様
の
ご
意
志
と
の
こ
と
で
す
」
と
、
定
家

に
手
紙
の
つ
い
で
に
書
い
て
送
る
。
定
家
曰
く
「
多
く
の
話
は
同
じ
で
は
な
い
」
。
和
歌
一
巻
を
返
却
し

た
つ
い
で
に
「
一
昨
日
、
雅
行
卿
が
六
条
入
道
家
衡
の
所
に
俗
体
で
や
っ
て
き
ま
し
た
。
近
衛
衛
家
御
領

に
つ
い
て
は
、
召
し
上
げ
る
と
の
こ
と
を
内
々
に
報
告
せ
よ
と
の
指
示
を
、
家
衡
入
道
は
承
諾
し
ま
し
た
」

と
定
家
に
語
る
〔
明
月
記
〕

嘉
禄
二
年
八
月

追
放
処
分
〔
公
卿
補
任
〕
。
息
子
を
殺
害
し
た
こ
と
に
よ
り
、
衾
宣
旨
を
こ
う
む
り
、
京
都
よ
り
追
放
さ

れ
る
〔
尊
卑
分
脈
〕

嘉
禄
二
年
八
月
二
十
八
日

息
子
と
娘
を
殺
害
し
た
と
し
て
追
放
さ
れ
る
。
中
宮
請
印
政
が
終
わ
っ
た
後
、
追
放
と
な
る
〔
民
経
記
〕

嘉
禄
二
年
九
月
一
日

旧
知
行
地
の
河
内
国
朝
妻
庄
を
藤
原
頼
資
の
物
と
す
る
関
白
奉
書
が
経
光
に
届
く
。
経
光
曰
く
「
昨
日
家

司
の
藤
原
佐
清
が
所
望
し
て
い
る
と
頼
資
様
が
言
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
」〔
民
経
記
〕

嘉
禎
二
年
十
月
八
日

出
家
〔
公
卿
補
任
〕

暦
仁

（
一
二
三
八
）

元
年
一
月
二
十
日

九
条
教
実
の
息
子
尊
信
が
出
家
す
る
と
、
衛
府
長
・
秦
兼
成
・
定
平
・
定
宗
と
と
も
に
共
を
す
る
。
尊
信

に
小
野
道
風
筆
の
手
本
が
贈
ら
れ
る
と
、
賢
信
よ
り
こ
れ
を
受
け
取
る
［
左
少
将
雅
行
朝
臣
］
（
左
近
衛

中
将
土
御
門
通
行
・
醍
醐
源
氏
行
職
の
子
か
）〔
玉
蘂
〕
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